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「
第
四
の
お
き
て
」

「
父
と
母
を
敬
い
仕
え
な
さ（
一
）
い
。」

 

こ
の
お
き
て
は
　
主
な
る
神
様
が
石
の
板
に
刻
ま
れ
た
七
つ
の
お
き（
二
）
て

の
第
一
の
も
の
で
す
。
人
に
と
っ
て
も
っ
と
も
身
近
で
親
密
な
存
在
は
父

母
で（
三
）
す
。
人
が
父
母
か
ら
受
け
る
恩（
四
）
恵
は
も
っ
と
も
深
く
重
い
の
で（
五
）
す
。

で
す
か
ら
、
こ
の
お
き
て
を
　
主
な
る
神
様
を
敬
い
申
し
上
げ（
六
）
る
三
つ
の

お
き
て
の
後
に
続
け
、
世
の
人
々
と
和
ら（
七
）
ぐ
た
め
の
七
つ
の
お
き
て
の
首

位
に
掲
げ
る
の
で（
八
）
す
。

 

こ
の
お
き
て
の
中
に
父
母
に
敬
い
仕
え
る
こ
と
に
関
す
る
こ
と
が
収
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
三
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
め
は
養
い
申
し
上
げ

る
こ
と
に
充
分
な
配
慮
を
す
る
こ
と
で（
九
）
す
。
二
つ
め
は
言
い
つ
け
に
従
う

こ
と
に
心
を
砕
く
こ
と
で
（
十
）
す
。
三
つ
め
は
ま
ご
こ
こ
ろ
を
尽
く
す
こ
と

で（
十
一
）
す
。

 

お
仕
え
養（
十
二
）
う
と
は
こ
う
い
う
こ
と
で
す
。
父
母
は
子
ど
も
が
幼
い
と（
十
三
）
き

は
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
を
味
わ
い
ま（
十
四
）
す
。
成
長
し
て
大
人
に
な
る
ま
で

の（
十
五
）
間
、
父
母
は
子
ど
も
の
た
め
に
教
師
を
選（
十
六
）
び
妻
を
娶
ら（
十
七
）
せ
、
ひ
た
す
ら

子
ど
も
が
病
気
に
か
か
っ
て
は
い
な
い
か
と
心
配
し
ま（
十
八
）
す
。
父
母
が
子
ど

も
を
育
て
る
の
に（
十
九
）
は
心
を
砕
き
に
砕
く
も
の
な
の
で（
二
十
）
す
。

 

で
す
か
ら
、
子
た
る
者
も
ま
た
善
く
父
母
に
仕
え
善
く
養
う
こ
と
に

よ
っ
て
応
え
る
の
で
（
二
十
一
）
す
。
父
母
の
ご
機
嫌
を
う
か
が
っ
た
り
食
事
に
気
を

配
る
の
で
（
二
十
二
）
す
。
そ
う
す
る
の
は
、
父
母
が
肉
体
と
精
神
の
両
面
に
お
い
（
二
十
三
）
て

ま
っ
た
く
わ
ず
ら
う
こ
と
が
な
く
な
る
た
め
で
（
二
十
四
）
す
。
こ
れ
が
善
く
父
母
に

仕
え
善
く
養
う
こ
と
を
全
う
す
る
（
二
十
五
）
道
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
孝
で
あ
る

と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
（
二
十
六
）
す
。

 

言
い
つ
け
に
従
う
こ
と
は
こ
う
い
う
こ
と
で
す
。
父
母
か
ら
の
言
い
つ

け
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
さ
ま
身
を
低
く
し
て
行
な
う
べ
き
で
（
二
十
七
）
す
。
そ
し
て
労

翻
訳

ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
述
『
天
主
教
要
解
略
』
訳
注
（
六
）

　
　
　
主
な
る
神
様
の
十
戒
の
部
（
下
の
一
）

Ａ
・
ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
　
　
述

葛
　
谷
　
　
　
登
　
　
訳
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苦
を
惜
し
ん
で
は
い
け
ま
せ
（
二
十
八
）
ん
。
困
難
を
避
け
て
は
な
り
ま
せ
（
二
十
九
）
ん
。
十
戒

を
犯
す
部
類
の
道
理
に
悖
っ
た
言
い
つ
け
で
な
い
限
り
は
、
す
べ
て
の
命

令
は
た
だ
ひ
た
す
ら
従
う
べ
き
な
の
で（
三
十
）
す
。
つ
ま
り
、
力
の
限
り
身
を
捧

げ
る
こ
と
な
の
で
（
三
十
一
）
す
。

 

内
面
的
に
も
ま
た
ま
ご
こ
ろ
を
尽
く
そ
う
と
願
う
こ
（
三
十
二
）
と
と
は
こ
う
い
う

こ
と
で
す
。
子
ど
も
が
父
母
に
対
し
て
敬
意
を
示
さ
な
い
な
ど
と
い
う
よ

う
な
こ
と
は
一
体
ど
う
し
て
出
来
る
で
し
ょ
う
（
三
十
三
）
か
。
し
か
し
、
普
通
の
人

は
表
面
的
に
は
或
い
は
無
理
を
し
て
恭
し
く
敬
う
よ
う
に
装
っ
て
（
三
十
四
）
も
、
も

し
内
側
に
相
手
を
ぞ
ん
ざ
い
に
扱
お
う
と
す
る
心
が
あ
る
な
ら
（
三
十
五
）
ば
、
た
と

い
他
人
に
対
し
て
恭
し
く
敬
う
態
度
を
示
し
た
と
し
て
（
三
十
六
）
も
、
そ
れ
は
傲
慢

な
態
度
を
取
っ
て
い
る
の
と
同
じ
な
の
で
（
三
十
七
）
す
。
ま
し
て
自
分
を
生
ん
だ
父

母
の
場
合
は
尚
更
で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
三
十
八
）
か
。

 

こ
う
い
う
わ
け
で
、
言
葉
は
穏
や
か
な
の
が
よ
く
、
表
情
は
柔
和
な
の

が
よ
（
三
十
九
）
く
、
心
は
神
聖
な
る
も
の
に
向
き
合
よ
う（
四
十
）
に
、
恐
れ
慎
む
の
が
よ
い

の
で
（
四
十
一
）
す
。
こ
う
し
て
内
側
と
外
側
の
両
方
か
ら
子
と
し
て
の
ま
ご
こ
ろ
を

尽
く
す
こ
と
に
な
り
ま
（
四
十
二
）
す
。
父
母
に
対
し
て
疎
略
な
態
度
で
接
し
こ
れ
を

敬
わ
な
い
な
ど
と
い
う
よ
う
な
大
そ
れ
た
こ
と
は
し
て
は
な
り
ま
せ
（
四
十
三
）
ん
。

 

さ
て
昔
の
こ
と
を
調
べ
て
み
ま
す
（
四
十
四
）
と
、
主
な
る
神
様
は
善
く
父
母
を
敬

い
仕
え
た
者
に
対
し
て
し
ば
し
ば
長
寿
を
お
授
け
に
な
ら
れ
ま
し
（
四
十
五
）
た
。
そ

れ
は
彼
ら
が
た
く
さ
ん
年
を
重
（
四
十
六
）
ね
、
彼
ら
の
功
徳
を
人
々
に
奨
励
す
る
た

め
な
の
で
（
四
十
七
）
す
。
し
か
し
そ
う
で
な
い
場
合
は
、
極
刑
に
よ
っ
て
正
し
晒
し

者
に
さ
れ
ま
（
四
十
八
）
す
。
ど
う
し
て
心
し
な
い
わ
け
に
行
き
ま
し
ょ
（
四
十
九
）
う
。

 

こ
の
こ
と
を
推
し
広
げ
、
家
臣
が
君
主
に
仕
え
る
場
合
、
年
若
い
者
が

年
長
者
に
仕
え
る
場
合
、
身
分
の
低
い
者
が
身
分
の
高
い
者
に
仕
え
る
場

合
、
下
位
の
者
が
上
位
の
者
に
仕
え
る
場
合
、
そ
の
す
べ
て
の
場
合
に
父

母
を
敬
い
仕
え
る
心
に
よ
っ
て
仕
え
る
べ
き
な
の
で（
五
十
）
す
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ

る
「
父
に
事
ふ
る
に
資と

り
て
以
て
君
に
事
ふ
、
而
し
て
敬
同
じ
。」
と
い

う
も
の
な
の
で
（
五
十
一
）
す
。

注

（
一
）	

原
文
は
「
孝
敬
父
母
」（
十
八
葉
表
）。
“honora patrem

 tuum
 et m

atrem
 

tuam
;

” (Catechism
us Catholicus, cura et studio Petri Cardinalis 

G
asparri concinnatus, decim

a editio, Typis Polyglottis Vaticanis, 
1933, p. 23).  

ド
ミ
ニ
コ
会
研
究
所
編
、
本
田
善
一
郎
訳
『
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え

―
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
カ
テ
キ
ズ
ム
の
ま
と
め
―（
改
訂
版
）』（
東
京
大
司
教
認
可
、

ド
ン
・
ボ
ス
コ
社
、
二
〇
〇
四
年
）
で
は
、「
父
母
を
敬
い
な
さ
い
」（
一
五
五
頁
）

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
旧
約
聖
書
の
出
エ
ジ
プ
ト
記
二
十
章
十
二
節
の
「
あ
な

0

0

た
の
父
母
を
敬
え

0

0

0

0

0

0

0

。
そ
う
す
れ
ば
あ
な
た
は
、
あ
な
た
の
神
、
主
が
与
え
ら
れ
る

土
地
に
長
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
。」（
傍
点
、
訳
者
注
。
以
下
、
同
じ
）
の
傍

点
部
が
対
応
す
る
。
こ
の
箇
所
は
、
ヴ
ル
ガ
タ
で
は
“Honora patrem

 tuum
 

et m
atrem

 tuam
,

”
と
な
っ
て
い
る
。
代
表
訳
で
は
「
敬0

爾
父
母
、」、
Ｂ
Ｃ
訳

で
は
「
爾
宜
敬0

爾
父
母
、」、U

nion Version

で
は
「
當
孝
敬

0

0

父
母
、」
と
な
っ
て

い
る
。

		


教
要
解
略
の
第
四
の
お
き
て
の
漢
文
は
近
代
中
国
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
漢
訳

聖
書
三
種
の
う
ち
、
前
二
者
の
訳
文
と
異
な
り
、
後
一
者
の
そ
れ
と
基
本
的
に
同

じ
で
あ
る
。
代
表
訳
や
Ｂ
Ｃ
訳
と
異
な
る
点
は
、
代
表
訳
や
Ｂ
Ｃ
訳
が
単
に
「
敬
」

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
教
要
解
略
やU

nion Version

は
「
孝
」
の
一
字
を
加
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え
て
「
孝
敬
」
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
孝
」
は
儒
教
道
徳
に
お
い
て
最
高
の

徳
目
で
あ
る
。「
敬
」
に
「
孝
」
を
冠
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
大

幅
に
異
な
っ
て
来
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

		


‘Honoro

’ の
原
形
の 

‘honoro

’ の
語
義
は
、
“to honor, respect, adorn, 

ornam
ent, em

bellish, decorate

” (Charton T. Lew
is, An Elem

entary 
Latin Dictionary, O

xford University Press, 1891, p. 369) 

で
あ
る
。‘honor

’ 

は C. O
. D. 

第
九
版
で
は
第
一
の
語
義
が 

‘respect highly

’ 

と
な
っ
て
い
る

（
六
五
二
頁
）。
要
す
る
に
、 

‘honoro

’ は
深
い
敬
意
を
示
す
ほ
ど
の
意
味
で
あ
っ

て
、
こ
こ
に
は
儒
教
の
最
高
の
徳
目
と
見
な
さ
れ
る
孝
と
い
う
概
念
は
含
ま
れ
て

は
い
な
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

		


『
漢
語
大
詞
典
』
第
四
巻
の
「
孝
敬
」
の
箇
所
で
は
、
第
一
の
語
義
が
「
孝
順
父

母
、尊
敬
親
長
。」、第
二
の
語
義
が
「
送
礼
或
銭
物
給
尊
長
、以
示
孝
心
或
敬
意
。」、

第
三
の
語
義
が
「
旧
時
以
銭
物
賄
賂
、討
好
上
司
或
其
他
有
力
者
、亦
称
“
孝
敬
”。」

（
い
ず
れ
も
、
一
九
九
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
の
語
義
が
「
孝
敬
」
の
語
義
の

基
本
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
父
母
へ
の
「
孝
」
の
徳
目
と
親
長
へ
の

「
敬
」
の
徳
目
か
ら
成
り
、
後
者
の
「
敬
」
の
徳
目
は
親
長
の
延
長
線
上
に
あ
る
君

主
へ
の
そ
れ
を
も
意
味
し
、「
孝
敬
」
は
「
孝
忠
」
を
含
意
す
る
の
で
は
な
い
で
あ

ろ
う
か
。

		


『
漢
語
大
詞
典
』
の
「
孝
敬
」
の
第
一
の
語
義
に
は
用
例
と
し
て
、『
左
伝
』「
文

公
十
八
年
」、『
漢
書
』「
武
帝
紀
」、
唐
の
許
渾
「『
題
衛
将
軍
廟
』
詩
序
」、『
紅
楼

夢
』
第
五
十
回
、浩
然
『
艶
陽
天
』
第
八
十
八
章
の
中
の
文
句
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
明
末
中
国
の
知
識
人
に
と
っ
て
重
要
な
古
典
か
ら
の
用
例
は
前
三
者
で

は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
森
本
角
蔵
編
『
五
経
索
引
』
第
一
巻
（
目
黒
書
店
、

一
九
三
五
年
、
増
補
版
臨
川
書
店
、
一
九
七
〇
年
）
で
は
『
礼
記
』「
祭
義
」
第
二

十
四
の
中
か
ら
用
例
を
挙
げ
る
（
三
一
〇
頁
）。

		


こ
れ
ら
四
つ
の
用
例
の
う
ち
注
目
さ
れ
る
べ
き
も
の
は
、『
詩
・
大
序
』
の
箇
所

か
ら
の
用
例
で
あ
る「
先
生
以
是
經
夫
婦
、成
孝
敬

0

0

、厚
人
倫
、美
教
化
、移
風
俗
。」

（『
毛
詩
正
義
』
巻
第
一
「
國
風
」「
周
南
關
雎
詁
傳
」
第
一
〔
十
三
經
注
疏
整
理
本

第
四
冊
、
十
二
頁
〕）
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
唐
の
孔
穎
達
が
こ
の
部
分
に
附
し

た
「
疏
」
に
は
、「『
先
王
』
至
『
風
俗
』。
○
正
義
曰:

…
…
『
成
孝
敬

0

0

』
者
、
孝0

以
事
親

0

0

0

、
可
移
於
君

0

0

0

0

；
敬
以
事
長

0

0

0

0

、
可
移
於
貴

0

0

0

0

。
若
得
罪
於
君
親
、
失
意
於
長
貴
、

則
是
孝
敬
不
成
。
故
教
民
使
成
此
孝
敬

0

0

。」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
「
正
義
」
の
文

章
は
「
孝
」
の
徳
を
も
っ
て
父
母
と
君
主
に
仕
え
、
ま
た
「
敬
」
の
徳
を
も
っ
て

長
上
と
身
分
の
高
い
者
に
仕
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、『
漢
語
大
詞

典
』の「
孝
敬
」の
第
一
の
語
義
と
よ
く
適
合
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

		


更
に
、『
漢
語
大
詞
典
』
で
は
「
孝
」
の
字
義
の
第
二
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
孝
順
、

善
事
父
母
」
の
用
例
と
し
て
、
李
大
釗
「
由
経
済
上
解
放
中
国
近
代
変
動
的
原
因
」

の
中
の
一
文
「
君
臣
関
係
的
‘
忠
’、完
全
是
父
子
関
係
的
‘
孝
’
的
放
大
体
。」（
一

九
六
頁
）
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
箇
所
は
前
後
の
文
ま
で
含
め
る
と
、「
所
以
孔
子

的
政
治
哲
学
、
修
身
斉
家
治
国
平
天
下
、“
一
以
貫
之
”、
全
是
“
以
修
身
為
本
”；

又
是
孔
子
所
謂
修
身
、
不
是
使
人
完
成
他
的
個
性
、
乃
是
使
人
犠
牲
他
的
個
性
。

犠
牲
個
性
的
第
一
歩
就
是
尽
“
孝0

”。
君
臣
関
係
的

0

0

0

0

0

“
忠0

”、
完
全
是
父
子
関
係
的

0

0

0

0

0

0

0

0

“
孝0

”
的
放
大
体

0

0

0

0

、
因
為
君
主
専
制
制
度
完
全
是
父
権
中
心
的
大
家
族
制
度
的
発
達

体
。」（『
李
大
釗
選
集
』
人
民
出
版
社
編
輯
、
出
版
、
一
九
六
二
年
、
二
九
六
頁
）

と
な
っ
て
い
る
。
李
大
釗
（
一
八
八
九
―
一
九
二
七
）
は
中
国
で
最
初
に
マ
ル
ク

ス
主
義
的
な
唯
物
史
観
を
紹
介
し
た
人
物
で
あ
り
（『
岩
波
哲
学
小
辞
典
』「
李
大

釗
」〔
西
順
蔵
執
筆
〕
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
年
、
二
四
九
頁
）、
こ
の
文
章
は
「
中

国
の
新
民
主
主
義
革
命
の
出
発
点
と
評
価
さ
れ
て
い
る
」
五
四
運
動
（
丸
山
松
幸

「
五
四
運
動
」
安
藤
彦
太
郎
編
『
現
代
中
国
事
典
』
講
談
社
、
一
九
七
二
年
、
一
二

四
頁
）
が
起
き
た
年
の
翌
年
に
当
た
る
一
九
二
〇
年
一
月
一
日
に
『
新
青
年
』
第

七
巻
第
二
号
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
九
一
六
年
五
月
十
五
日
の
『
民

彜
』
創
刊
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
民
彜
与
政
治
」
に
は
中
国
古
典
へ
の
造
詣
が
示
さ

れ
て
お
り
、『
漢
語
大
詞
典
』
に
用
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
文
章
は
、
中
国
古

典
に
精
通
し
た
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
李
大
釗
に
よ
る
儒
教
へ
の
本
質
的
批
判
を
示

し
た
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

		


李
大
釗
に
と
っ
て
父
権
中
心
主
義
に
基
づ
く
大
家
族
制
度
が
発
展
し
て
形
成
さ
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れ
た
も
の
が
君
主
専
制
制
度
で
あ
っ
た
の
で
、「
孝
」
そ
の
も
の
が
「
忠
」
と
同
一

で
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、「
孝
」
と
「
忠
」
は
位
相
を
同
じ
く
し
、「
孝
」
が

同
心
円
的
に
拡
大
発
展
し
た
徳
目
が
「
忠
」
で
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
い
で
あ
ろ

う
か
。
近
代
中
国
の
思
想
家
で
あ
る
李
大
釗
は
非
血
縁
的
関
係
間
の
徳
目
の
「
忠
」

が
血
縁
的
関
係
間
の
徳
目
の
「
孝
」
の
類
比
的
延
長
に
あ
る
前
近
代
の
儒
教
の
本

質
を
押
え
て
議
論
を
展
開
し
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

		


こ
の
よ
う
に
‘Honora

’
を
単
に
「
敬
」
で
は
な
く
「
孝
敬
」
と
漢
訳
し
て
、

儒
教
の
最
高
の
徳
目
で
あ
る
「
孝
」
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
四
の
お
き
て

の
漢
訳
文
に
は
単
に
血
縁
関
係
の
父
母
へ
の
徳
目
だ
け
で
な
く
、
非
血
縁
関
係
の

君
主
へ
の
徳
目
が
最
初
か
ら
内
包
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

か
。

（
二
）	

原
文
は
「
勒
石
七
誡
」（
十
八
葉
裏
）。
こ
の
こ
と
は
教
要
解
略
の
「
十
誡
原
本
」

の
箇
所
で
既
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
十
三
葉
裏
）。

（
三
）	

原
文
は
「
人
於
つ
母
最
親
近
。」（
十
八
葉
裏
）。

（
四
）	

原
文
は
「
其
受
つ
母
恩
徳
。」（
十
八
葉
裏
）。
直
訳
す
れ
ば
、「
人
が
父
母
の
恩

を
受
け
る
こ
と
」
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
丁
福
保
『
佛
学
大
辞
典
』（
文
物
出
版
社
、

一
九
八
四
年
）
の
「
四
恩
」
の
項
目
に
、「（
名
數
）
心
地
觀
經
謂
四
恩
者
、
一
父0

母
恩

0

0

、
二
衆
生
恩
、
三
國
王
恩
、
四
三
寶
恩
。
釋
氏
要
覧
中
謂
四
恩
者
、
一
父
母
恩

0

0

0

、

二
師
長
恩
、
三
國
王
恩
、
四
施
主
恩
。」（
三
九
一
頁
）
と
あ
る
。「
父
母
恩
」
と
い

う
語
自
身
は
仏
教
用
語
で
あ
る
。
中
国
で
は
、「
父
母
の
恩
は
天
に
極
ま
り
が
な
い

ほ
ど
広
大
で
重
い
が
、
子
は
そ
の
報
恩
の
義
務
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
七
月
十
五
日

に
盂
蘭
盆
を
行
い
、
本
経
を
書
写
し
て
世
人
に
ひ
ろ
め
、
自
ら
も
受
持
読
誦
せ
よ

と
説
か
れ
る
」（
中
村
元
、
福
永
光
司
、
田
村
芳
朗
、
今
野
達
編
『
岩
波
　
仏
教
辞

典
』、
一
九
八
九
年
、
七
〇
九
頁
）
と
い
う
偽
経
が
撰
述
さ
れ
た
ほ
ど
に
、
仏
教
へ

の
孝
思
想
の
影
響
は
大
き
い
。「
父
母
恩
」
と
い
う
語
が
形
式
的
に
は
仏
教
用
語
で

あ
る
に
せ
よ
、
実
質
的
に
は
儒
教
の
孝
思
想
の
反
映
と
し
て
一
般
的
に
は
受
け
容

れ
ら
れ
て
行
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

（
五
）	

原
文
は
「
最
深
重
」（
十
八
葉
裏
）。「
深
重
」
は
訳
す
の
が
難
し
い
。『
漢
語
大

詞
典
』
五
巻
は
「
深
重
」
の
項
目
の
中
で
、『
後
漢
書
』「
王
閎
伝
」
の
中
の
一
文

を
用
例
と
し
て
挙
げ
る
（
一
四
二
七
頁
）。
前
後
の
箇
所
を
合
わ
せ
る
と
、「
哀
帝

臨
崩
、以
璽
綬
付
賢
曰:

「
無
妄
以
與
人
。」
時
國
無
嗣
主
、内
外
恇
懼
、閎
白
元
后
、

請
奪
之
；
卽
帶
劒
至
宣
德
後
闥
、
舉
手
叱
賢
曰:

「
宮
車
晏
駕
、
國
嗣
未
立
、
公
受

0

0

恩
深
重

0

0

0

、
當
俯
伏
號
泣
、
何
事
久
持
璽
綬
以
待
禍
至
邪
！
」
賢
知
閎
必
死
、
不
敢

拒
之
、
乃
跪
授
璽
綬
。」（『
後
漢
書
』
巻
十
二
「
王
劉
張
李
彭
盧
列
傳
」
第
二
「
王

閎
」〔
中
華
書
局
本
、
一
九
六
五
年
、
第
二
冊
、
五
〇
〇
頁
〕
と
な
っ
て
い
る
。
主

語
の
「
受
恩
」
に
「
深
重
」
が
述
語
と
し
て
配
さ
れ
て
い
る
。

（
六
）	

原
文
は
「
奉
敬
」（
十
八
葉
裏
）。「
奉
」
は
『
漢
語
大
詞
典
』
二
巻
の
「
奉
」
の

第
十
四
字
義
の「
敬
辞
。
用
于
自
己
的
動
作
渉
及
対
方
時
。
参
見“
奉
央
”、“
奉
求
”、

“
奉
告
”、“
奉
託
”、“
奉
陪
”
等
。」（
一
五
〇
七
頁
―
一
五
〇
八
頁
）
に
当
た
る
で

あ
ろ
う
。
謙
譲
の
程
度
の
高
い
代
表
的
な
中
国
語
の
敬
語
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え

る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

（
七
）	

原
文
は
「
和
睦
世
人
」（
十
八
葉
裏
）。
明
の
太
祖
の
「
六
諭
」
の
一
つ
に
、「
和0

睦0

郷
里
」（
酒
井
忠
夫
「
六
諭
」
日
原
利
国
編
『
中
国
思
想
辞
典
』
研
文
出
版
、
一

九
八
四
年
、
四
二
二
頁
）
と
あ
る
。
こ
の
「
和
睦
」
の
意
味
に
近
い
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。

（
八
）	

こ
の
一
文
の
内
容
は
教
要
解
略
の
「
十
誡
原
本
」
の
中
に
既
に
記
さ
れ
て
い
る

（
十
三
葉
裏
）。

（
九
）	

原
文
は
「
厚
奉
養
」（
十
八
葉
裏
）。「
奉
養
」
の
「
奉
」
は
謙
譲
の
敬
語
と
思
わ

れ
る
。

（
十
）	

原
文
は
「
愼
從
命
」（
十
八
葉
裏
）。「
從
命
」
は
『
礼
記
』「
坊
記
」
に
出
て
来

る
語
で
あ
る
（『
漢
語
大
詞
典
』
三
巻
、
一
〇
〇
七
頁
）。『
礼
記
正
義
』
巻
第
五
十

一
「
坊
記
」
第
三
十
に
、「
子
云:

『
從
命

0

0

不
忿
、
微
諫
不
倦
、
勞
而
不
怨
、
可
謂

孝
矣
。
詩
云:

「
孝
子
不
匱
。」』（
十
三
經
注
疏
整
理
本
第
十
五
冊
、
一
六
四
五

頁
―
一
六
四
六
頁
）
と
あ
る
。「
從
命
」
と
「
不
忿
」
が
一
つ
に
組
み
合
わ
さ
っ
て

い
る
。「
不
忿
」、
す
な
わ
ち
怒
ら
な
い
こ
と
が
肯
定
的
な
形
で
「
愼
」
と
言
い
換

え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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（
十
一
）
原
文
は
「
至
謹
慤
」（
十
八
葉
裏
）。

（
十
二
）
原
文
は
「
供
養
」（
十
八
葉
裏
）。『
漢
語
大
詞
典
』
で
は
六
つ
の
語
義
を
掲
載

す
る
が
、
そ
の
う
ち
三
番
め
の
、「
贍
養
、
侍
奉
。」（
一
冊
、
一
三
二
四
頁
）
が
文

意
に
適
う
で
あ
ろ
う
。
そ
の
用
例
と
し
て
『
漢
書
』「
翟
方
進
伝
」
の
中
の
一
文
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
伝
の
始
め
の
部
分
と
用
例
の
文
の
前
後
の
部
分
と
を
合
わ
せ

る
と
、「
…
…
方
進
旣
厭
爲
小
史
、
聞
蔡
父
言
、
心
喜
、
因
病
歸
家
、
辭
其
後
母
、

欲
西
至
京
師
受
經
。
母
憐
其
幼
、隨
之
長
安
、織
屨
以
給
方
進
讀
、經
博
士
受
春
秋
。

…
…
二
十
餘
日
、
丞
相
官
缺
、
羣
臣
多
擧
方
進
、
上
亦
器
其
能
、
遂
擢
方
進
爲
丞
相
、

封
高
陵
侯
、
食
邑
千
戸
。
身
旣
富
貴
、
而
後
母
尚
在
、
方
進
内
行
修
餝
、
供
養

0

0

甚
篤
。

及
後
母
終
、
旣
葬
三
十
六
日
、
除
服
起
視
事
、
以
爲
身
備
漢
相
、
不
敢
踰
國
家
之

制
。」（『
漢
書
』
巻
八
十
四
、「
翟
方
進
傳
』
第
五
十
四
〔
中
華
書
局
本
、
第
十
冊
、

三
四
一
一
頁
、
三
四
一
六
頁
―
三
四
一
七
頁
〕
と
な
る
。
翟
方
進
の
学
資
の
援
助

の
た
め
に
継
母
は
粉
骨
砕
身
し
て
働
い
た
。
や
が
て
丞
相
と
な
っ
た
翟
方
進
は
継

母
を
懇
ろ
に
養
っ
て
恩
に
報
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

		


尾
崎
雄
二
郎
他
編
『
角
川
　
大
字
源
』（
一
九
九
二
年
）
は
〔
古
詩
・
為
二
焦
仲

卿
妻
一
作
〕「
供
養
卒
二
大
恩
一
」（
一
〇
五
頁
） 

を
用
例
に
挙
げ
る
。
前
後
の
部
分
を

合
わ
せ
る
と
、「
新
婦
謂
蔵
史
︰『
勿
復
重
粉
紜
！
往
昔
初
陽
歳
、
謝
家
來
貴
門
。

奉
事
循
公
姥
、
進
止
敢
自
專
？
晝
夜
勤
作
息
、
伶
俜
縈
辛
。
謂
言
無
罪
過
、
供
養

0

0

卒
大
恩
。
仍
更
被
驅
、何
言
復
來
還
？
」（「
焦
仲
卿
妻
」
余
貫
榮
選
註
『
樂
府
詩
選
』

華
正
書
局
、
一
九
七
五
年
、
六
十
四
頁
）
と
な
る
。
余
貫
榮
は
詩
の
始
め
の
部
分

に
あ
る
「
便
可
白
公
姥
」（
六
十
二
頁
）
の
中
の
「
公
姥
」
の
註
に
お
い
て
、「
…
…

細
看
全
詩
、
仲
卿
實
在
沒
有
父
親
、
這
裏
因
『
姥
』
而
連
言
『
公
』。『
公
姥
』
是

偏
義
複
辭
。」（
六
十
三
頁
）
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
焦
仲
卿
の
父
親
は
す
で
に

亡
く
母
親
は
寡
婦
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
の
「
供
養
」
は
劉
蘭
芝

が
夫
の
焦
仲
卿
の
母
の
側
に
い
て
世
話
を
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。

		


『
漢
語
大
詞
典
』
は
更
に
明
の
都
穆
『
都
公
談
纂
』
巻
上
の
中
の
文
を
用
例
に
挙

げ
て
、「
也
泛
指
養
活
。」
と
し
て
い
る
。
長
い
け
れ
ど
も
重
要
と
思
わ
れ
る
の
で
、

用
例
の
引
き
出
さ
れ
た
文
章
の
箇
所
全
体
を
抜
き
書
き
す
る
と
、「
張
潞
公
仲
擧
没
。

於
至
正
末
無
子
、
一
女
嫁
民
間
。
洪
武
中
其
人
充
陜
西
軍
、
攜
女
自
隨
。
潞
公
妻

呉
夫
人
尚
在
。
年
已
八
十
、
瞽
雙
目
、
無
人
供
養

0

0

。
寄
食
北
平
軍
營
中
。
病
甚
。

軍
卒
惡
之
、
移
置
風
簷
之
下
。
遂
死
。
然
無
棺
以
歛
。
時
僧
衟
衍
居
北
平
。
素
與

潞
公
友
善
。
或
告
之
衍
。
匍
匐
往
視
。
檢
其
敝
篋
中
有
詩
一
紙
。
乃
潞
公
筆
。
衍

曰
此
眞
呉
夫
人
也
。
爲
買
棺
葬
之
。」（『
都
公
譚
纂
』
巻
上
、九
葉
裏
―
十
葉
表
〔
百

部
叢
書
集
成
三
十
一
、「
硯
雲
甲
乙
編
」〕）
と
な
る
。
張
潞
公
が
亡
く
な
っ
た
後
、

二
人
の
間
の
男
子
が
な
か
っ
た
の
で
、
妻
の
呉
夫
人
は
北
平
の
軍
営
で
寄
食
生
活

を
し
、
や
が
て
病
気
に
な
り
世
を
去
っ
た
が
、
夫
の
友
人
の
道
衍
（
一
三
三
五
―

一
四
一
八
）
が
訃
報
を
知
っ
て
、
呉
氏
の
た
め
に
棺
を
買
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。

		


三
つ
の
話
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
夫
を
亡
く
し
た
妻
が
「
供
養
」
の
対
象
に

な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
「
供
養
」
の
主
体
は
男
子
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

儒
教
が
支
配
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
っ
た
前
近
代
の
中
国
社
会
に
お
い
て
女
性
が

経
済
的
に
自
立
す
る
こ
と
は
事
実
上
、
不
可
能
に
近
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ

え
、
夫
と
死
別
し
た
女
性
の
扶
養
の
責
任
は
生
活
能
力
の
あ
る
男
子
が
担
っ
た
。

		


津
田
左
右
吉
は
、「
…
…
儒
教
の
孝
の
敎
、
特
に
孝
經
及
び
そ
れ
よ
り
後
の
典
籍

に
見
え
る
思
想
が
、
そ
れ
自
身
に
幾
多
の
破
綻
を
有
つ
も
の
で
あ
り
、
ま
た
實
踐

衟
德
と
し
て
説
か
れ
た
も
の
な
が
ら
實
行
し
難
い
も
の
で
あ
り
、
或
は
空
言
に
過

ぎ
な
い
も
の
さ
へ
も
含
ま
れ
て
ゐ
る
…
…
。」（「
儒
敎
の
研
究
　
三
」
第
一
篇
「
儒

敎
の
實
踐
衟
德
」
第
一
章
「
孝
」
四
「
儒
家
の
思
想
の
破
綻
」『
津
田
左
右
吉
全
集
』

第
十
八
巻
、
一
九
六
五
年
、
九
十
九
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
儒
教
の
孝
の
徳
目
を
実

践
し
難
い
も
の
と
し
て
相
当
否
定
的
に
捉
え
て
い
る
け
れ
ど
も
、
当
時
の
中
国
の

女
性
の
経
済
的
実
力
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
こ
れ
は
空
疎
で
非
現
実
的
な
も
の
で

あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
に
は
た
め
ら
い
が
伴
う
で
あ
ろ
う
。

		


『
孟
子
』「
離
婁
章
句
上
」
の
中
で
、「
不
孝
有
三
、
無
後
爲
大
。」（
新
編
諸
子
集

成
『
四
書
章
句
集
注
』、
二
八
六
頁
）
と
あ
る
。
集
注
に
は
、「
趙
氏
曰:

『
於
礼
有

不
孝
者
三
事:

謂
阿
意
曲
從
、
陥
親
不
義
、
一
也
；
家
貧
親
老
、
不
爲
禄
仕
、
二

也
；
不
娶
無
子

0

0

0

0

、
絶0

先
祖

0

0

祀0

、
三
也

0

0

。
三
者
之
中
、
無
後
爲
大
。』」（
同
書
、
二
八

六
頁
―
二
八
七
頁
）
と
あ
る
。
不
孝
の
最
大
は
子
孫
の
な
い
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
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は
祖
先
祭
祀
が
継
続
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

		


し
か
し
、「
不
娶
無
子
」
の
中
の
「
子
」
は
男
子
を
指
す
で
あ
ろ
う
。
当
時
に
あ
っ

て
も
一
般
的
に
夫
が
妻
よ
り
年
齢
が
上
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
他
方
平
均

余
命
は
男
性
よ
り
女
性
が
高
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
、
妻
が
夫
に
死
別
す
る

例
が
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
経
済
能
力
と
生
活
能
力
に
乏
し
い
高
齢
の
寡
婦

の
扶
養
は
必
然
的
に
生
ず
る
課
題
で
あ
っ
た
。
当
然
、
そ
こ
に
は
近
代
的
な
意
味

で
の
社
会
福
祉
制
度
は
な
い
。
あ
る
の
は
儒
教
の
基
底
を
な
す
家
制
度
で
あ
っ
た
。

		


『
都
公
譚
纂
』
に
出
て
来
る
呉
夫
人
の
物
語
は
明
初
が
舞
台
で
あ
る
。
文
中
に
は

「
至
正
」
と
「
洪
武
」
の
年
号
が
出
て
来
る
が
、
道
衍
が
張
潞
公
の
友
人
で
あ
っ
た

こ
と
を
考
え
る
と
、
齢
八
十
を
過
ぎ
た
呉
夫
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
は
永
楽
年
間

（
一
四
〇
三
年
―
一
四
二
四
年
）
に
入
っ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ま
た
作
者

の
都
穆
は
、「
明
の
呉
県
（
浙
江
省
）
の
人
。
字
は
元
敬
。
武
宗
の
正
徳
（
一
五
〇

六
―
一
五
二
一
）
ご
ろ
の
人
。
弘
治
十
二
年
（
一
四
九
九
）
の
進
士
。
礼
部
主
客

司
郎
中
・
太
僕
寺
少
卿
に
至
っ
た
。」（
近
藤
春
雄
『
中
国
学
芸
大
事
典
』
大
修
館

書
店
、
一
九
七
八
年
、
六
一
七
頁
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
呉
夫
人

の
よ
う
な
寡
婦
の
苦
悩
は
都
穆
が
生
き
た
正
徳
年
間
の
明
中
期
に
あ
っ
て
も
決
し

て
稀
有
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
夫
と
死
別

し
男
子
の
な
い
寡
婦
の
境
遇
は
明
中
期
に
あ
っ
て
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
か
。

		


そ
し
て
寡
婦
を
め
ぐ
る
こ
の
よ
う
な
状
況
は
教
要
解
略
が
著
わ
さ
れ
た
明
末
の

万
暦
四
十
三
年
（
一
六
一
五
年
）
に
お
い
て
も
ま
た
同
じ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
供
養
」
と
い
う
語
に
込
め
ら
れ
た
意
味
は
重
い
の
で
あ
る
。

（
十
三
）
原
文
は
「
懷
抱
時
」（
十
八
葉
裏
）。
こ
の
「
懷
抱
」
と
い
う
語
は
「
父
母
恩
重

経
」
の
中
に
出
て
来
る
語
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
佛
言
。
人
生
在
世
。
父
母

爲
親
。
非
父
不
生
。
非
母
不
育
。
是
以
寄
託
母
。
胎
懷
身
十
月
。
歳
滿
月
充
。
母

子
倶
顯
生
墮
草
上
。
父
母
養
育
。
臥
則
蘭
車
。
父
母
懷0

抱0

。
和
和
弄
聲
。
含
笑
未
語
。

飢
時
順
食
。
非
母
不
哺
。
渴
時
順
飮
。
非
母
不
乳
。
母
中
飢
時
呑
苦
吐
甘
。
推
乾

就
濕
。
非
義
不
親
。
非
母
不
養
。
慈
母
養
兒
。
去
離
蘭
車
。
十
指
甲
中
食
子
不
淨
。

應
各
有
八
斛
四
㪷
。
討
論
母
恩
。
昊
天
罔
極
。
嗚
呼
慈
母
云
何
可
報
。」（「
佛
說
父

母
恩
重
經
」『
大
正
新
修
大
藏
經
』
第
八
十
五
巻
、
二
八
八
七
番
、
一
四
〇
三
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
父
母
が
幼
い
子
ど
も
を
抱
い
て
慈
し
む
こ
と
を
表
わ
す
。
小
南

一
郎
に
よ
れ
ば
、「
…
『
父
母
恩
重
経
』
の
具
体
的
な
内
容
を
な
す
の
は
、
仏
教
的

孝
経
典
が
展
開
し
て
き
た
、
父
母
の
大
恩
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
描
写
を
、
さ
ら

に
前
へ
一
歩
進
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
母
親
が
子
供
を
育
て
る
た
め

に
払
う
苦
労
の
様
子
が
、
よ
り
詳
細
を
描
写
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。」（「『
父
母
恩
重
経
』
の
形
成
と
孝
子
伝
説
の
変
貌
」
説
話
・
伝
承
学
会
編
『
説

話
・
伝
承
の
脱
領
域
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
八
年
、
三
十
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、

母
親
の
幼
児
へ
の
配
慮
を
具
体
的
に
描
写
し
た
箇
所
の
中
に
「
懷
抱
」
と
い
う
語

は
出
て
来
る
の
で
あ
る
。

		


「
父
母
恩
重
経
」
は
「
中
国
で
撰
述
さ
れ
た
偽
経
」
で
あ
り
、「
孝
思
想
を
取
り

入
れ
つ
つ
中
国
人
社
会
に
仏
教
帰
依
を
説
い
て
い
る
。
偽
経
と
の
理
由
で
経
典
目

録
か
ら
排
除
さ
れ
、
軽
視
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
衆
の
間
に
流
布
し
た
。」

（「
父
母
恩
重
経
」
中
村
元
他
編
『
岩
波
　
仏
教
辞
典
』、
一
九
八
九
年
、
七
〇
九
頁
）

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
明
末
に
お
い
て
仏
教
は
陽
明
学
と
の
交
渉
を
通
し
て
復
興

を
見
た
。
そ
の
こ
と
は
荒
木
見
悟
『
仏
教
と
陽
明
学
』
第
九
章
「
明
末
に
お
け
る

仏
教
復
興
の
原
典
」（
第
三
文
明
社
、
一
九
七
九
年
、
八
十
九
頁
―
九
十
七
頁
）
に

詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

		


た
だ
、
明
末
仏
教
の
研
究
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
同
書
第
十
四
章
「
楞
厳
経

の
流
行
」（
一
五
二
頁
―
一
六
四
頁
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
「
楞
厳
経
」
の
よ
う
な

「
現
世
の
虚
構
性
と
人
間
の
虚
妄
性
を
強
調
す
る
」（
一
五
二
頁
）
思
弁
的
な
経
典

で
あ
っ
て
、「
父
母
恩
重
経
」
の
よ
う
な
民
衆
に
開
か
れ
た
経
典
で
は
な
い
。
け
れ

ど
も
、
明
末
の
中
国
社
会
に
お
い
て
後
者
は
前
者
よ
り
広
範
囲
の
人
々
に
知
ら
れ

て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
ら
、「
懷
抱
」
と
い
う
語
を
見
た
中
国
の
知
識
人
は
、
或

い
は
そ
の
語
を
耳
に
し
た
中
国
の
民
衆
は
そ
れ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
「
父
母
恩
重

経
」
の
一
節
を
明
瞭
に
或
い
は
漠
然
と
思
い
浮
か
べ
は
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

「
懷
抱
」
と
い
う
卑
近
な
語
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
孝
を
儒
教
の
最
大
の
徳
目
と
す
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る
明
末
の
中
国
社
会
に
そ
の
根
は
地
層
深
く
に
ま
で
下
ろ
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
か
。

（
十
四
）
原
文
は
「
受
諸
苦
辛
」（
十
八
葉
裏
）。『
大
漢
和
辞
典
』
巻
九
は
「
苦
辛
」
の

用
例
と
し
て
、『
顏
氏
家
訓
』「
序
致
」
の
中
の
一
文
を
挙
げ
る
（
五
八
二
頁
）。
そ

の
前
後
の
部
分
も
合
わ
せ
る
と
、「
吾
家
風
敎
、
素
爲
整
密
。
昔
在
齠
齔
、
便
蒙
誘

誨
；
每
從
兩
兄
、
曉
夕
温
凊
、
規
行
矩
步
、
安
辭
定
色
、
鏘
鏘
翼
翼
、
若
朝
嚴
君
焉
。

賜
以
優
言
、
問
所
好
尙
、
勵
短
引
長
、
莫
不
懇
篤
。
年
始
九
歳
、
便
丁
荼
蓼
、
家

塗
離
散
、
百
口
索
然
。
慈
兄
鞠
養
、
苦
辛

0

0

備
至
；
有
仁
無
威
、
導
示
不
切
。」（
顔

之
推
撰
、
壬
利
器
集
解
『
顔
氏
家
訓
集
解
』
巻
第
一
、「
序
致
」
第
一
、
上
海
古
籍

出
版
社
、
一
九
八
〇
年
、
二
十
二
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
家
産
が
振
る
わ
な
く
な
っ

て
後
、
兄
が
顔
氏
を
養
育
す
る
さ
ま
を
形
容
す
る
語
と
し
て
「
苦
辛
」
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。
教
要
解
略
中
に
用
い
ら
れ
た
「
苦
辛
」
の
用
法
も
こ
の
『
顔
氏
家
訓
』

の
そ
れ
と
通
底
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
教
要
解
略
の
措
辞
は
子
の
養

育
に
携
わ
る
親
の
苦
労
を
彷
彿
さ
せ
、
的
確
な
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
か
。

（
十
五
）
原
文
は
「
迨
長
而
成
人
」（
十
八
葉
裏
）。『
大
漢
和
辞
典
』
巻
五
は
「
成
人
」

の
用
例
と
し
て
、『
礼
記
』「
ぢ
義
」
の
中
の
一
文
を
挙
げ
る
。
そ
の
前
後
の
部
分

を
合
わ
せ
る
と
、「
故
冠
於
阼
、
以
著
代
也
。
醮
於
客
位
、
三
加
彌
尊
、
加
有
成
也
。

已
冠
而
字
之
、
成
人

0

0

之
道
也
。
見
於
母
、
母
拜
之
、
見
於
兄
弟
、
兄
弟
拜
之
、
成

人
而
與
爲
礼
也
。」（『
礼
記
正
義
』
巻
第
六
十
一
「
ぢ
義
」
第
四
十
三
〔
十
三
經
注

疏
整
理
本
第
十
五
冊
、
一
八
八
四
頁
〕
と
あ
る
よ
う
に
、
成
人
に
な
る
と
冠
を
着

け
字
が
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
更
に
、『
儀
礼
注
疏
』
巻
第
一
「
士
冠
礼
」
第
一

の
賈
参
彦
の
「
疏
」
の
箇
所
に
は
、「
鄭
目
録
云:

童
子
任
職
居
士
位
、
年
二
十
而

0

0

0

0

冠0

、
主
人
玄
冠
朝
服
、
則
是
於
諸
侯
。
天
子
之
士
、
朝
服
皮
弁
素
積
。
古
者
四
民

世
事
、士
之
子
恒
爲
士
。
冠
礼
於
五
礼
屬
嘉
礼
、大
、小
戴
及
別
録
此
皆
第
一
。」（
十

三
經
注
疏
整
理
本
第
十
冊
、
二
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
冠
礼
の
儀
式
は
二
十
歳
に

行
な
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、「
成
人
」
と
は
二
十
歳
時
分
を
指
す
も
の
で
あ
ろ

う
。

（
十
六
）
原
文
は
「
擇
師
」（
十
八
葉
裏
）。「
擇
師
」
は
科
挙
と
い
う
大
試
験
制
度
の
も

の
で
行
な
わ
れ
る
行
為
で
あ
る
。
宮
崎
市
定
に
よ
れ
ば
、「
数
え
年
の
八
歳
が
正
式

に
学
問
を
始
め
る
年
頃
と
さ
れ
、
い
わ
ば
初
等
教
育
が
始
ま
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ

は
金
の
か
か
る
こ
と
な
の
で
、
貧
乏
人
に
は
そ
ん
な
余
裕
が
な
い
。
中
流
以
上
の

家
庭
で
は
、
寺
小
屋
、
普
通
に
閭
学
・
社
学
・
学
館
な
ど
と
い
わ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
へ
頼
み
こ
ん
で
入
れ
て
も
ら
う
。
…
…
大
金
持
ち
や
、
地
方
で
飛
ぶ
鳥
も
お
と

す
勢
力
の
あ
る
官
員
様
の
家
で
は
、
邸
が
広
い
か
ら
、
一
室
を
あ
け
て
、
そ
こ
へ

家
庭
教
師
を
や
と
う
。
…
…
八
歳
で
入
学
し
て
十
五
歳
に
な
る
ま
で
に
は
、
ひ
と

通
り
の
古
典
教
育
を
終
了
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
…
…
。」（
中
公
新
書『
科
挙
』「
試

験
勉
強
」、
一
九
六
三
年
、
十
二
頁
、
十
四
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
一
定
の
資
産
の

あ
る
家
庭
で
は
八
歳
か
ら
十
五
歳
ま
で
の
間
に
子
ど
も
に
科
挙
の
基
礎
知
識
と
し

て
の
古
典
教
育
を
施
す
。
そ
の
際
、
中
程
度
の
資
産
の
持
ち
主
で
は
子
ど
も
を
塾

に
通
わ
せ
、
大
資
産
家
で
は
子
ど
も
に
家
庭
教
師
を
つ
け
る
の
で
あ
る
。

		


一
九
七
九
年
版
の
『
辞
海
』（
上
）
で
は
「
塾
」
の
第
二
の
字
義
を
、「
旧
時
民

間
教
読
的
地
方
」（
上
海
辞
書
出
版
社
、
一
二
五
四
頁
）
と
し
、『
紅
楼
夢
』
第
七

回
の
中
の
一
文
を
用
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
前
後
の
部
分
も
合
わ
せ
る
と
、

「
宝
玉
不
待
説
完
、
便
道:

『
正
是
呢
、
我
們
却
有
箇
家
塾

0

0

0

0

0

0

0

、
合
族
中
有
不
能
延
師

0

0

0

0

0

0

0

0

的
便
可
入
塾
読
書

0

0

0

0

0

0

0

、
親
戚
子
弟
可
以
附
読
。
我
因
上
年
業
師
回
家
去
了
、
也
現
荒

廢
着
。
家
父
之
意
、
亦
欲
暫
送
我
去
、
且
温
習
着
旧
書
、
待
明
年
業
師
上
来
、
再

各
自
在
家
亦
可
。
…
…
』」（
曹
雪
芹
『
紅
楼
夢
　
校
注
本
　
一
』
巻
七
、
北
京
師

範
大
学
出
版
社
、
一
九
八
七
年
、
一
四
五
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
資
産
家
は
自
家

の
敷
地
に
家
塾
を
設
け
、
そ
こ
に
「
業
師
」、
す
な
わ
ち
家
庭
教
師
を
招
い
て
子
ど

も
に
古
典
教
育
を
受
け
さ
せ
、
ま
た
親
戚
の
子
弟
に
も
そ
の
家
塾
を
開
放
し
て
学

ば
せ
る
の
で
あ
る
。

		


『
紅
楼
夢
　
校
注
本
　
一
』
は
「
家
塾
」
に
注
を
施
し
、『
礼
記
』「
学
記
」
の
一

文
を
引
い
て
い
る
。「
学
記
」
の
本
文
は
、「
古
之
教
者
、
家
有
塾
、
黨
有
庠
、
術

有
序
、
國
有
學
。」（『
礼
記
注
疏
』
巻
第
三
十
六
「
學
記
」
第
十
八
〔
十
三
經
注
疏

整
理
本
第
十
四
冊
、
一
二
二
七
頁
〕）
と
な
っ
て
お
り
、
鄭
玄
の
注
に
は
「
古
者
仕
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焉
而
已
者
、
歸
教
於
閭
里
、
朝
夕
坐
於
門
、
門
側
之
堂
謂
之
塾
。」（
同
書
、
同
頁
）

と
あ
る
。
孔
穎
達
の
疏
に
は
「『
家
有
塾
』
者
、
此
明
學
之
所
在
。
周
礼:

百
里
之

内
、
二
十
五
家
爲
閭
、
同
共
一
巷
、
巷
首
有
門
、
門
邉
有
塾
、
謂
民
在
家
之
時
、

朝
夕
出
入
、
恒
受
教
於
塾
、
故
云
『
家
有
塾
』。
白
𠂰
通
云
々:

『
古
之
教
民
者
里

皆
有
師
、
里
中
之
老
有
道
德
者
、
爲
里
右
師
、
其
次
爲
左
師
、
教
里
中
之
子
弟
以

道
藝
、
孝
悌
、
仁
義
也
。』」（
同
書
、
同
頁
）
と
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
明
治
書

院
の
新
釈
漢
文
大
系
28
の
竹
内
照
夫
『
礼
記
　
中
』
は
「
二
十
五
家
（
閭
）
に
塾

が
あ
り
」（
一
九
七
七
年
、
五
四
四
頁
）
と
訳
し
て
い
る
。
古
代
に
お
い
て
は
塾
は

複
数
の
家
の
公
的
教
育
機
関
で
あ
っ
た
も
の
が
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
一
つ
の

家
の
私
的
な
施
設
に
な
っ
て
行
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
果
た
し
て
、『
紅
楼
夢   

校
注
本  

一
』
の
注
に
は
、「
后
因
称
延
師
在
家
教
授
子
弟
為
『
家
塾
』、
以
別
于
公

家
所
設
立
的
学
校
。
家
塾
的
教
師
称
『
塾
師
』。」（
一
四
九
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。

		


更
に
、一
九
四
七
年
の
『
辭
海
』（
合
訂
本
）（
中
華
書
局
）
で
は
「
塾
」
の
項
に
、

「
塾
師
」
と
い
う
語
を
記
し
、
用
例
と
し
て
「
家
塾
競
延
師
敎
子
。」（
三
二
八
頁
）

と
い
う
陸
游
の
詩
の
一
節
を
挙
げ
て
い
る
。
加
え
て
、『
佩
文
韻
府
』
巻
九
十
下
も

ま
た
「
塾
」
の
項
に
「
家
塾
」
を
記
し
て
、「
―
―
競
延
師
敎
子
里
門
罕
見
吏
徴
相
」

と
い
う
用
例
を
「
陸
游
詩
」
と
し
て
挙
げ
て
い
る
（
王
雲
五
主
編
『
索
引
本
佩
文

韻
府
』
第
五
冊
、
臺
灣
商
務
印
書
館
、
一
九
三
七
年
、
三
四
九
二
頁
）。
但
し
、
陸

游
の
詩
を
集
め
た
『
剣
南
詩
稿
校
注
』（
錢
仲
聯
校
注
）
全
八
冊
（
上
海
古
籍
出
版

社
、
一
九
八
五
年
）
に
は
「
家
塾
」
の
用
例
が
巻
五
十
七
「
小
雨
」（
第
六
冊
、
三

三
一
四
頁
）、
巻
六
十
四
「
養
疾
」（
第
七
冊
、
三
六
一
七
頁
）、
巻
七
十
六
「
幽
居

記
今
昔
事
十
首
…
」（
第
八
冊
、
四
一
六
七
頁
）
の
三
箇
所
に
認
め
ら
れ
た
が
、『
辭

海
』
と
『
韻
府
』
に
掲
載
さ
れ
た
よ
う
な
用
例
は
発
見
せ
ず
じ
ま
い
で
あ
っ
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
科
挙
受
験
の
成
否
に
大
き
く
影
響
す
る
教
師
を
捜
し
求
め
る
こ

と
は
明
末
に
あ
っ
て
も
父
母
の
重
要
な
関
心
事
項
で
あ
っ
た
ろ
う
か
ら
、
一
人
の

教
師
を
め
ぐ
っ
て
の
獲
得
競
争
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

か
。

（
十
七
）
原
文
は
「
授
室
」（
十
八
葉
裏
）。『
漢
語
大
詞
典
』
六
巻
の
「
授
室
」
の
項
で

は
「
本
謂
把
家
事
交
給
新
婦
。」（
六
九
四
頁
）
と
い
う
語
義
を
示
し
、
用
例
と
し

て
『
礼
記
』「
郊
特
牲
」
の
中
の
一
文
を
挙
げ
る
。『
礼
記
正
義
』
巻
第
二
十
六
「
郊

特
牲
」
に
は
「
舅
姑
降
自
西
階
、
婦
降
自
阼
階
、
授
之
室

0

0

0

也
。」（
十
三
經
注
疏
整

理
本
第
十
三
冊
、九
五
〇
頁
）と
あ
り
、鄭
玄
の
注
に「
明
當
爲
家
事
之
主
也
。」（
同

書
、
同
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
授
室
」
と
は
、
も
と
も
と
父
母
が
新
た
に
息
子
の

嫁
と
な
っ
た
女
性
に
家
事
の
管
理
権
を
譲
る
こ
と
を
意
味
し
た
。

		


そ
の
後
、『
漢
語
大
詞
典
』
に
よ
れ
ば
「
后
以
“
授
室
”
指
娶
妻
。」（
同
巻
、
同

頁
）と
あ
る
よ
う
に
父
母
が
子
ど
も
に
妻
を
娶
ら
す
こ
と
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。『
漢
語
大
詞
典
』
で
は
用
例
と
し
て
朱
熹
の
「
答
呂
伯
恭
書
」
の
中
の
一
文
を

挙
げ
て
い
る
。
そ
の
前
後
の
部
分
を
合
わ
せ
る
と
、「
聘
礼
謹
如
所
戒
、
來
春
到
彼
、

便
可
先
畢
此
礼
。
但
叔
度
書
云
、
其
令
女
方
年
十
三
歳
、
此
則
與
始
者
所
聞
不
同
。

此
兒
長
大
、
鄙
意
欲
早
爲
授
室

0

0

。
如
温
公
之
儀
、
則
來
歳
已
可
爲
婚
。
此
并
候
到

彼
面
議
。
來
日
欲
爲
次
子
納
婦
。
入
夜
百
冗
、
草
草
修
報
、
目
昏
不
成
字
。
承
教

不
遠
、
預
以
自
幸
。
未
間
、
更
冀
以
時
珍
重
。」（「
晦
庵
先
生
朱
文
公
文
集
」
第
三

十
三
「
書
」「
答
吕
伯
恭
」、『
朱
子
全
書
』
第
二
十
一
冊
、
上
海
古
籍
出
版
社
・
安

徽
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
、
一
四
五
六
頁
―
一
四
五
七
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、

朱
子
は
自
分
の
息
子
の
許
婚
が
成
長
す
る
の
を
待
っ
て
息
子
と
正
式
に
結
婚
さ
せ

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
宋
学
の
大
成
者
朱
子
も
ま
た
息
子
の
結
婚
の
こ
と

で
思
う
に
任
せ
ず
心
労
す
る
さ
ま
が
見
て
取
れ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

		


「
授
室
」
に
つ
い
て
本
義
と
派
生
義
を
一
貫
す
る
こ
と
は
主
体
が
父
母
で
あ
る
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
語
は
男
子
に
妻
を
娶
ら
す
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
の
逆
は
意

図
さ
れ
て
い
な
い
。「
子
」
と
は
飽
く
ま
で
男
子
が
前
提
さ
れ
て
お
り
、
女
子
は
念

頭
に
置
か
れ
て
い
な
い
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
中
国
の
孝
の
主
体

は
第
一
義
的
に
男
子
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
四
の
お
き
て
、
“honora 

patrem
 tuum

 et m
atrem

 tuam
;

”
に
は
実
践
主
体
上
の
男
女
の
区
別
は
含
ま

れ
て
い
な
い
。
第
四
の
お
き
て
を
明
末
中
国
の
社
会
に
土
着
化
さ
せ
る
に
当
た
り
、

そ
の
構
造
上
の
変
換
が
行
な
わ
れ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

（
十
八
）
原
文
は
「
惟
疾
是
憂
。」（
十
八
葉
裏
）。『
論
語
』「
為
政
」
の
中
に
同
様
の
文
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句
が
認
め
ら
れ
る
。
新
編
諸
子
集
成『
四
書
章
句
集
注
』の「
論
語
集
注
」巻
一「
爲

政
」
第
二
に
は
、「
孟
武
伯
問
孝
。
子
曰:

『
父
母
唯
其
疾
之
憂

0

0

0

0

0

。』」（
五
十
五
頁
）

と
あ
る
。
集
注
に
、「
言
父
母
愛
子
之
心

0

0

0

0

0

0

、
無0

所0

不
至

0

0

、
惟
恐
其
有
疾
病

0

0

0

0

0

0

、
常
以
爲

0

0

0

憂
也

0

0

。
人
子
體
此
、
而
以
父
母
之
心
爲
心
、
則
凡
所
以
守
其
身
者
、
自
不
容
於
不

謹
矣
、
豈
不
可
以
爲
孝
乎
？
舊
説
、
人
子
能
使
父
母
不
以
其
陷
於
不
義
爲
憂
、
而

獨
以
其
疾
爲
憂
、
乃
可
謂
孝
。
亦
通
。」（
五
十
五
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
新
注
で

は
親
が
子
の
病
気
の
心
配
を
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、「
舊
説
」
で
は
子
が
「
不
義
に

陥
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
親
に
心
配
を
か
け
さ
せ
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
教
要
解

略
で
は
新
注
の
解
釈
に
基
づ
い
て
い
る
。

（
十
九
）
原
文
は
「
其
養
育
子
者
」（
十
八
葉
裏
）。『
漢
語
大
詞
典
』
十
二
巻
は
「
養
育
」

の
第
一
の
語
義
を
、「
供
給
生
活
所
需
、使
生
存
、成
長
。」（
五
二
六
頁
）
と
し
、『
史

記
』「
秦
始
皇
本
紀
」
の
中
の
文
な
ど
を
用
例
に
挙
げ
た
後
、「
亦
専
指
対
年
幼
者

的
撫
育
教
養
。」（
同
頁
）
と
い
う
語
義
を
記
す
。
教
要
解
略
中
の
「
養
育
」
の
語

義
は
こ
の
後
者
に
当
た
る
。『
漢
語
大
詞
典
』
は
こ
の
語
義
に
該
当
す
る
用
例
と
し

て
晋
の
袁
宏
の
『
後
漢
紀
』「
章
帝
紀
上
」
を
挙
げ
る
。
前
後
の
部
分
も
合
わ
せ
る

と
、「
貴
人
南
陽
人
、
明
德
馬
后
姊
子
也
、
以
選
入
宫
爲
貴
人
、
生
章
帝
。
馬
后
無

子
、
母
而
養
之
。
明
帝
謂
馬
后
曰:

『
人
未
當
自
生
子
也
、
但
患
養
之
不
勤
、
愛
如

己
子
則
愛
敬
如
親
生
矣
。』
於
是
馬
后
遇
帝
〔
厚
、
帝
〕
感
養
育

0

0

之
恩
、
遂 

（
帝
） 

名
馬
氏
爲
外
家
、
故
（
馬
）〔
賈
〕
氏
不
蒙
舅
氏
之
寵
。」（『
後
漢
紀
』「
孝
章
皇
帝

紀
」
上
巻
第
十
一
〔
張
烈
點
校
『
兩
漢
紀
　
下
』
中
華
書
局
、
二
〇
〇
二
年
、
二

一
六
頁
〕
と
あ
る
よ
う
に
、
子
の
な
い
馬
后
が
姉
の
子
の
生
ん
だ
章
帝
を
手
塩
に

掛
け
て
育
て
た
こ
と
を
「
養
育
」
と
い
う
語
で
表
わ
し
て
い
る
。
も
と
も
と
皇
帝

が
人
民
の
生
活
を
保
障
す
る
よ
う
な
意
味
合
い
で
用
い
ら
れ
る
「
養
育
」
と
い
う

中
国
語
は
道
徳
的
で
具
体
的
な
愛
情
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
暖
か
み
の
あ
る
語
で

は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

（
二
十
）
原
文
は
「
何
ち
至
也
」（
十
八
葉
裏
）。
こ
こ
で
の
「
何
」
は
藤
堂
明
保
編
『
学

研
　
漢
和
大
辞
典
』（
学
習
研
究
社
、
一
九
七
八
年
）
に
よ
れ
ば
、
第
八
義
の

「｟
副
｠な
ん
ぞ
　
感
嘆
す
る
気
持
ち
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば
。
な
ん
と
…
…
な
こ
と

よ
。」（
六
十
頁
）
に
当
た
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
ち
」、
す
な
わ
ち
「
懇
」
は
同

書
の
「
解
字
」
に
よ
れ
ば
、「
心
＋
音
符
貇
コン
」
の
会
意
形
声
文
字
で
、
心
を
こ
め

て
深
く
念
を
お
す
こ
と
。
墾
（
力
を
こ
め
て
深
く
耕
す
）
―
根
（
深
く
は
い
っ
て

の
こ
る
木
の
ね
）
と
同
系
の
こ
と
ば
。」（
四
九
七
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
心
が
愛

す
る
対
象
に
深
く
食
い
込
む
語
感
を
有
す
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
更
に
、

「
至
」
は
同
書
の
第
二
義
に
よ
れ
ば
、「｟
形
・
副
｠い
た
れ
る
・
い
た
っ
て
　
ぎ
り

ぎ
り
の
線
ま
で
と
ど
い
た
さ
ま
。
最
高
の
。
こ
の
う
え
な
く
。」（
一
〇
七
八
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
極
限
を
表
わ
す
形
容
詞
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
父
母

の
子
へ
の
愛
情
の
程
度
が
極
限
の
高
み
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、

そ
の
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

（
二
十
一
）	

原
文
は
「
亦
以
孝
養
報
之
。」（
十
八
葉
裏
）。「
孝
養
」
に
つ
い
て
一
九
四

七
年
版
の
『
辭
海
』
は
『
書
経
』「
酒
誥
」
の
中
の
一
文
を
用
例
と
し
て
挙
げ
た
後

で
、「
按
養
曰
、
孝
養
、
謂
當0

善
事
父
母
而
養
之

0

0

0

0

0

0

0

也
。」（
三
九
九
頁
）
と
記
す
。「
孝

養
」
の
拙
訳
は
こ
れ
に
従
っ
た
。
用
例
の
文
に
そ
の
前
後
の
部
分
を
合
わ
せ
る
と
、

「
妹
土
嗣
爾
股
肱
、
純
其
藝
黍
稷
、
奔
走
事
厥
考
厥
長
。
肇
牽
車
牛
、
服
賈
、
用
孝0

養0

厥
父
母
。
厥
父
母
慶
、
自
洗
腆
、
致
用
酒
。」（『
尚
書
正
義
』
巻
第
十
四
「
酒
浩
」

第
十
二〔
十
三
經
注
疏
整
理
本
第
三
冊
、四
四
四
頁
〕と
あ
る
。
孔
安
國
の
傳
に
は
、

「
農
功
既
畢
、
始
牽
車
牛
、
載
其
所
有
、
求
易
所
無
、
遠
行
賈
賣
、
用
其
所
得
珍
異

孝
養
其
父
母
。」（
同
書
、
同
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
農
閑
期
に
農
耕
用
の

牛
に
品
物
を
載
せ
て
遠
く
ま
で
行
っ
て
商
売
し
て
得
た
も
の
に
よ
っ
て
父
母
を
養

う
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。「
孝
養
」
の
行
為
が
合
理
的
で
具
体
的
な
も
の
で

あ
る
こ
と
は
『
書
経
』
の
昔
に
限
定
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

（
二
十
二
）	

原
文
は
「
問
安
視
膳
」（
十
八
葉
裏
）。『
漢
語
大
詞
典
』
十
二
巻
は
「
問
安

視
膳
」
の
語
の
用
例
に
『
礼
記
』「
文
王
世
子
」
の
中
の
文
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の

途
中
の
部
分
を
除
き
、
後
ろ
の
部
分
に
加
え
る
と
、「
文
王
之
爲
世
子
、
朝
於
王
季

日
三
。
雞
初
鳴
而
衣
服
、
至
於
寢
門
外
、
問0

内
豎
之
御
者
曰:

『
今
日
安0

否
何
如
？
』

内
豎
曰:
『
安
。』
文
王
乃
喜
。
…
…
食
上
、
必
在
視0

寒
煖
之
節
。
食
下
、
問
所
膳0

。

命
膳
宰
曰:
『
末
有
原
。』
應
曰:

『
諾
。』
然
後
退
。」（『
礼
記
正
義
』
巻
第
十
二
「
文
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王
世
子
」
第
八
〔
十
三
經
疏
整
理
本
第
十
三
冊
、
七
二
五
頁
―
七
二
六
頁
〕）
と
あ

る
。『
漢
語
大
詞
典
』
は
こ
の
用
例
を
挙
げ
た
後
に
、「
后
因
以
“
問
安
視
膳
”
為

児
子
侍
奉
父
母
的
礼
法
、
即
毎
日
必
問
安
、
毎
食
必
在
側
。」（
三
十
頁
）
と
語
義

を
記
す
。
儒
教
は
「
孝
」
の
徳
目
に
関
し
て
非
常
に
具
体
的
に
卑
近
な
日
常
生
活

に
お
け
る
実
践
を
指
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
最
初
か
ら
極
端
な
自
己
犠
牲
を
求
め

る
も
の
で
は
な
い
と
こ
ろ
は
注
意
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

（
二
十
三
）	

原
文
は「
兼
口
體
心
志
」（
十
八
葉
裏
）。「
口
體
」に
つ
い
て『
漢
語
大
詞
典
』

三
巻
は
『
孟
子
』「
離
婁
　
上
」
の
中
の
文
を
用
例
と
し
て
挙
げ
る
（
十
六
頁
）。

前
後
の
部
分
も
合
わ
せ
る
と
、「
曾
子
養
曾
晳
、
必
有
酒
肉
。
將
徹
、
必
請
所
與
。

問
有
餘
、
必
曰
『
有
』。
曾
晳
死
、
曾
元
養
曾
子
、
必
有
酒
肉
。
將
徹
、
不
請
所
與
。

問
有
餘
、
曰
『
亡
矣
』。
將
以
復
進
也
、
此
所
謂
養
口
體

0

0

者
也
。
若
曾
子
、
則
可
養

志
也
。
事
親
若
曾
子
者
、
可
也
。」（
新
編
諸
子
集
成
『
四
書
章
句
集
注
』「
孟
子
集

注
」
巻
七
「
離
婁
章
句
上
」、
二
八
五
頁
）
と
あ
る
。
集
注
に
は
、「
曾
子
養
其
父
、

毎
食
必
有
酒
肉
。
食
畢
將
徹
去
、
必
請
於
父
曰:
『
此
餘
者
與
誰
？
』
或
父
問
此
尚

有
餘
否
？
必
曰
『
有
』。
恐
親
意
更
欲
與
人
也
。
曾
元
不
請
所
與
、
雖
有
言
無
。
其

意
將
以
復
進
於
親
、
不
欲
其
與
人
也
。
此
但
能
養
父
母
之
口
體

0

0

而
已
。
曾
子
則
能

承
順
父
母
之
志
、
而
不
忍
傷
之
也
。」（
同
書
、
同
頁
）
に
あ
る
よ
う
に
、
曽
子
が

そ
の
父
に
食
事
を
勧
め
る
に
際
し
、
父
の
施
与
の
意
志
を
尊
重
す
る
の
に
比
し
、

曽
子
の
子
の
曽
元
は
父
の
意
思
に
配
慮
す
る
こ
と
な
く
、
父
に
食
事
を
勧
め
る
だ

け
で
あ
っ
た
。
同
じ
く
、
集
注
に
「
言
當
如
曾
之
養
志
、
不
可
如
曾
元
但
養
口
體
。」

（
同
書
、
同
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
曽
子
の
態
度
は
「
養
志
」
で
あ
り
、
曽
元
の
そ

れ
は
単
に
「
養
口
體
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

		


「
心
志
」
は
同
じ
く
『
孟
子
』「
告
子
　
下
」
の
中
に
、「
故
天
將
降
大
任
於
是
人

也
、
必
先
苦
其
心
志

0

0

、
勞
其
筋
骨
、
餓
其
體
膚
、
空
乏
其
身
、
行
拂
亂
其
所
爲
、

所
以
動
心
忍
性
、
曾
益
其
所
不
能
。」（
新
編
諸
子
集
成
『
四
書
章
句
集
注
』「
孟
子

集
注
」
巻
十
二
「
告
子
章
句
下
」、
三
四
八
頁
）
と
し
て
出
て
来
る
が
、
教
要
解
略

の
「
心
志
」
は
「
口
體
」
と
対
を
な
し
て
い
る
の
で
、「
離
婁
章
句
上
」
の
「
養
志
」

の
「
志
」
の
言
い
換
え
と
し
て
見
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

		


「
離
婁
章
句
上
」
の
箇
所
に
関
し
て
は
、
小
林
勝
人
訳
注
『
孟
子
　
下
』（
岩
波

文
庫
、一
九
七
二
年
、四
十
七
頁
―
四
十
八
頁
）に
他
の
解
釈
が
注
記
さ
れ
て
お
り
、

小
林
訳
は
孔
広
森
の
説
を
採
っ
て
い
る
。
教
要
解
略
前
出
の
「
惟
疾
是
憂
」
も
ま

た
新
注
の
解
釈
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
も
新
注
を
取
り
上
げ
た
も
の
で

あ
る
。

（
二
十
四
）	

原
文
は
「
咸
使
無
累
焉
。」（
十
八
葉
裏
）。「
累
」
に
つ
い
て
『
漢
語
大
詞
典
』

九
巻
は
第
五
義
を
「
憂
患
」
と
し
、『
荘
子
』「
至
楽
」
の
中
の
文
を
用
例
に
挙
げ
る
。

前
後
の
部
分
を
合
わ
せ
る
と
、「
於
是
語
卒
、
援
髑
髏
、
枕
而
臥
。
夜
半
、
髑
髏
見

夢
曰:

『
子
之
談
者
似
辯
士
。
視
子
所
言
、
皆
生
人
之
累0

也
、
死
則
無
此
矣
。
子
欲

聞
死
之
說
乎
？
』
莊
子
曰:

『
然
。』」（
郭
慶
藩
撰
『
莊
子
集
釋
』
巻
六
下
「
至
樂
」

第
十
八
〔
新
編
諸
子
集
成
第
三
冊
、六
一
八
頁
〕
と
な
り
、成
玄
英
の
疏
に
は
、「
都

於
此
、
子
所
言
皆
是
生
人
之
累
患

0

0

、
欲
論
死
道
、
則
無
此
憂
虞
。」（
同
頁
）
と
あ

る
よ
う
に
、「
累
」
と
は
生
き
て
行
く
途
上
で
関
わ
ら
せ
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

の
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

		


ま
た
、「
焉
」
は
こ
の
場
合
戸
川
芳
郎
監
修
『
全
訳
漢
辞
海
』（
三
省
堂
、
二
〇

〇
〇
年
）
の
「
焉
」
の
項
に
、「
③
文
末
に
つ
け
て
特
定
の
語
気
を
示
す
。
㋐
…
で

あ
る
。
…
と
す
る
。
な
り
。《
肯
定
的
な
決
定
や
判
断
を
表
す
》」（
八
七
六
頁
）
と

あ
る
働
き
を
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
二
十
五
）	

原
文
は
「
盡
養
之
衟
」（
十
八
葉
裏
）。「
盡
養
」
の
「
養
」
は
「
孝
養
」
に

解
し
た
。

（
二
十
六
）	

原
文
は
「
可
謂
孝
矣
。」（
十
八
葉
裏
）。
こ
の
「
矣
」
ま
も
た
、『
全
訳
漢

辞
海
』
に
よ
れ
ば
、「
①
文
末
に
置
か
れ
て
さ
ま
ざ
ま
な
語
気
を
表
す
。」（
九
八
五

頁
）
も
の
で
あ
り
、
そ
の
「
さ
ま
ざ
ま
な
語
気
」
の
う
ち
の
「
㋒
必
然
的
な
判
断

を
表
す
。」（
九
八
五
頁
）
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
二
十
七
）	

原
文
は「
だ
當
奉
行
」（
十
八
葉
裏
）。「
奉
行
」に
つ
い
て
は「
漢
語
大
詞
典
』

二
巻
は
「
遵
照
実
行
。」（
一
五
〇
九
頁
）
を
第
一
の
語
義
と
し
て
、『
孔
子
家
語
』「
六

本
」
の
中
の
一
文
を
用
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
前
の
部
分
を
合
わ
せ
る
と
、

「
觀
此
、
如
行
則
讓
長
不
疾
先
、
如
在
輿
遇
三
人
則
下
之
、
遇
二
人
則
式
之
、
調
其
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盈
虚
不
令
自
滿
、
所
以
能
久
也
。
子
夏
曰
、
商
請
志
之
、
而
終
身
奉
行

0

0

焉
。」（
王

肅
注
『
孔
子
家
語
』
巻
第
四
「
六
本
」
第
十
五
〔
諸
子
百
家
叢
書
、
上
海
古
籍
出

版
社
、
一
九
九
〇
年
、
四
十
一
頁
〕）
と
あ
る
よ
う
に
、
孔
子
の
謙
遜
の
教
え
を
恭

し
く
守
り
行
な
う
こ
と
が
「
奉
行
」
と
い
う
語
で
表
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

単
に
忠
実
に
実
行
す
る
と
い
う
程
度
の
こ
と
を
表
わ
す
語
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
二
十
八
）	
原
文
は「
勿
惜
勞
苦
」（
十
八
葉
裏
）。「
勞
苦
」に
つ
い
て
は『
漢
語
大
詞
典
』

二
巻
は
『
詩
経
』「
邶
風
」「
凱
風
」
の
中
の
文
を
用
例
に
挙
げ
る
。
そ
の
前
の
部

分
を
合
わ
せ
る
と
、「
爰
有
寒
泉
、
在
浚
之
下
。
有
子
七
人
、
母
氏
勞0

苦0

。」（『
毛

詩
正
義
』
巻
第
二
「
邶
風
」「
凱
風
」〔
十
三
經
注
疏
整
理
本
第
四
冊
、一
五
八
頁
〕）

と
な
り
、
孔
穎
達
の
疏
に
は
「
寒
泉
有
益
於
浚
、
浸
潤
浚
民
、
使
得
逸
樂
、
以
興

七
子
無
益
於
母
、
不
能
事
母
、
使
母
勞0

苦0

、
乃
寒
泉
之
不
如
。」（
一
五
八
頁
―
一

五
九
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
が
母
に
仕
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
母

が
「
勞
苦
」
す
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
更
に
、
疏
は
「
又
自
責
云:

母
無
子
者

容
可
勞
苦
、
今
乃
有
子
七
人
、
而
使
母
氏
勞0

苦0

、
思
欲
去
嫁
、
是
其
七
子
之
咎
也
。

母
欲
嫁
者
、
本
爲
淫
風
流
行
、
但
七
子
不
可
斥
言
母
淫
、
故
言
母
爲
勞0

苦0

而
思
嫁

也
。
上
章
言
母
氏
劬
勞
、
謂
少
長
七
子
、
實
劬
勞
也
。
此
言
母
氏
勞0

苦0

、
謂
母
今

日
勞0

苦0

而
思
嫁
、
與
上
不
同
也
。」（
一
五
九
頁
）
と
記
し
、
母
親
が
「
勞
苦
」
の

あ
ま
り
、
再
婚
を
期
す
こ
と
を
述
べ
る
。「
勞
苦
」
は
親
子
間
の
心
を
引
き
裂
か
れ

る
よ
う
な
内
面
的
意
味
合
い
を
合
わ
せ
持
っ
た
語
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

（
二
十
九
）	

原
文
は「
勿
避
艱
難
」（
十
九
葉
表
）。「
艱
難
」に
つ
い
て
は『
大
漢
和
辞
典
』

巻
九
は
『
書
経
』「
無
逸
」
の
中
の
一
文
を
用
例
に
挙
げ
る
。
前
後
の
部
分
を
合
わ

せ
る
と
、「
周
公
曰:

『
嗚
呼
！
君
子
所
其
無
逸
。
先
知
稼
穡
之
艱0

難0

、
乃
逸
、
則

知
小
人
之
依
。
相
小
人
、
厥
父
母
艱0

難0

、
乃
逸
乃
諺
。
既
誕
否
則
、
悔
厥
父
母
曰:

「
昔
之
人
無
聞
知
。」』」（『
尚
書
正
義
』
巻
第
十
六
「
無
逸
」
第
十
七
〔
十
三
經
注

疏
整
理
本
第
三
冊
、
五
〇
七
頁
〕）
と
な
る
。「
相
小
人
…
…
艱
難
」
の
箇
所
の
孔

安
國
の
伝
に
は
、「
視
小
人
不
孝
者
、其
父
母
躬
勤
艱
難

0

0

、而
子
乃
不
知
其
勞
。」（
同

頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
艱
難
」
と
は
父
母
が
味
わ
う
農
作
業
の
苦
し
み
の
こ
と
で

あ
り
、
子
は
そ
の
苦
し
み
を
理
解
し
な
い
の
で
あ
る
。

		


要
す
る
に
、「
艱
難
」
と
は
父
母
が
子
を
育
て
る
た
め
に
現
実
に
体
験
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
難
儀
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
子
た
る
者
は
そ
の
恩
に
報
い
る
べ
く
、
孝
の

実
践
の
た
め
に
「
艱
難
」
を
避
け
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ

ろ
う
か
。

（
三
十
）
原
文
は
「
凡
教
令
、
唯
唯
是
從
。」（
十
九
葉
表
）。「
教
令
」
に
つ
い
て
尾
崎
雄

二
郎
他
編
『
角
川
　
大
学
源
（
一
九
九
二
年
）
で
は
第
三
義
を
「
父
母
の
教
え
や

言
い
付
け
。」（
七
七
二
頁
）
と
し
、
典
拠
と
し
て
『
唐
律
』「
闘
争
」
を
挙
げ
て
い

る
（
七
七
二
頁
）。『
唐
律
』
に
は
「
子
孫
違
犯
教
令

0

0

」
と
い
う
項
目
が
あ
り
、「
諸

子
孫
違
犯
教
令

0

0

及
供
養
有
闕
者
、
徒
二
年
。
謂
可
従
而
違
、
堪
供
而
闕
者
。

須
祖
父
母
、
父
母
告
、
乃
坐
。」（『
唐
律
』

巻
第
二
十
四
「
鬭
訟
四
」〔
薛
允
升
撰
、
懷
效
鋒
・
李
鳴
点
校
『
唐
明
律
合
編
』
法

律
出
版
社
、一
九
九
九
年
、六
三
三
頁
〕）と
な
っ
て
い
る
。『
明
律
』巻
二
十
二「
刑

律
五
」「
訴
訟
」
に
も
「
子
孫
違
犯
教
令

0

0

」
と
い
う
項
目
が
あ
り
、「
凡
子
孫
違
犯

祖
父
母
、
父
母
教
令

0

0

及
奉
養
有
缺
者
、
杖
一
百
。
謂
敎
令
可
從
而
故
違
、
家
衟
堪
奉
而
故

缺
者
、
須
祖
父
母
父
母
親
告
、
乃
坐
。
」

（
黄
彰
健
『
明
代
律
例
彙
編
』
下
冊
、
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
一
九
七
九

年
、
八
八
二
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。「
教
令
」
は
法
律
用
語
で
あ
り
、「
令
」
が
中

心
の
偏
義
辞
で
あ
ろ
う
。

		


祖
父
母
、
父
母
の
言
い
つ
け
に
子
が
従
わ
な
い
場
合
は
『
明
律
』
で
は
杖
百
の

公
式
な
刑
罰
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
、
父
母
の
言
い
つ
け
に
従
う
こ
と
は
単
に
私

的
な
次
元
に
と
ど
ま
る
行
為
で
は
な
い
。
ま
た
、『
唐
律
』
も
『
明
律
』
も
祖
父
母

や
父
母
の
扶
養
を
怠
る
場
合
も
同
様
の
刑
罰
の
対
象
と
な
り
得
る
（
但
し
、
こ
こ

で
の
「
及
」
がʻandʼ

かʻorʼ

か
決
し
か
ね
る
が
、
後
者
の
意
味
で
取
っ
て
み
た

ま
で
で
あ
る
）。
更
に
、『
明
代
律
例
彙
編
』
で
は
『
順
治
律
』
の
条
例
一
款
「
一
、

子
貧
不
能
營
生
、
養
贍
其
父
、
因
致
自
縊
死
、
子
依
過
失
殺
父
律
、
杖
一
百
、
流

三
千
里
。」（
下
冊
、
八
八
二
頁
）
載
せ
て
い
る
。
前
近
代
中
国
に
お
い
て
孝
と
は

具
体
的
に
は
親
の
扶
養
を
意
味
し
た
の
で
あ
り
、
子
の
収
入
が
低
い
場
合
は
一
定

の
情
状
が
酌
量
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
社
会
福
祉
制
度
が
整
っ
て
い
な
い
状
況
に
お

い
て
、
低
額
所
得
世
帯
で
の
親
の
扶
養
は
根
本
的
な
解
決
を
見
る
こ
と
の
な
い
深

刻
な
問
題
で
あ
り
続
け
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
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ま
た
、「
唯
唯
」
に
つ
い
て
『
角
川
　
大
字
源
』
は
第
二
義
を
「
人
の
意
に
逆
ら

わ
ず
柔
順
な
さ
ま
。
◯同 

惟
惟
」（
三
二
九
頁
）
と
し
て
い
る
。
同
書
は
「
惟
惟
」
に

つ
い
て
語
義
を
「
承
諾
の
こ
と
ば
。
は
い
は
い
。
ま
た
命
令
に
従
う
さ
ま
。」（
六

五
〇
頁
）
と
し
、典
拠
と
し
て
『
荀
子
』「
大
略
」
を
挙
げ
る
。
そ
こ
に
は
、「
虞
舜
、

孝
己
孝
而
親
不
愛
、
比
干
、
子
胥
忠
而
君
不
用
、
仲
尼
、
顔
淵
知
而
窮
於
世
。
劫

迫
於
㬥
國
而
無
所
辟
之
、
則
崇
其
善
、
揚
其
美
、
言
其
所
長
而
不
稱
其
所
短
也
。

惟
惟

0

0

而
亡
者
、
誹
也
；
博
而
窮
者
、
訾
也
；
清
之
而
兪
濁
者
、
口
也
。」（
王
先
謙

撰
『
荀
子
集
解
　
下
』
巻
十
九
「
大
略
篇
」
第
二
十
七
〔
新
編
諸
子
集
成
、
五
一

九
頁
〕
と
あ
る
。
注
に
は
、「
惟0

、
讀
爲
唯0

、
以
癸
反
。
唯
唯

0

0

聽
從
貌
。
常
聽
從
人

而
不
免
亡
者
、由
於
退
後
卽
誹
謗
也
。」（
同
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
惟
惟
」
は
「
聽

從
貌
」、
す
な
わ
ち
相
手
の
言
う
こ
と
に
「
ハ
イ
、
ハ
イ
」
と
言
っ
て
従
う
さ
ま
を

意
味
し
よ
う
。『
荀
子
』の
用
例
で
は
些
か
表
面
的
な
嫌
い
が
あ
る
の
だ
け
れ
ど
も
、

教
要
解
略
中
の
そ
れ
は
内
面
の
応
答
を
も
っ
て
従
う
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。

（
三
十
一
）	

原
文
は
「
だ
竭
蹶
致
身
」（
十
九
葉
表
）。

		


「
竭
蹶
」
に
つ
い
て
一
九
四
七
年
版
『
辭
海
』（
合
訂
本
）
は
『
荀
子
』「
儒
效
」

の
中
の
一
句
を
用
例
に
挙
げ
る
（
一
〇
〇
五
頁
）。
前
後
を
合
わ
せ
る
と
、「
故
近

者
歌
謳
而
樂
之
、
遠
者
竭
蹶

0

0

而
趨
之
、
四
海
之
内
若
一
家
、
通
達
之
屬
莫
不
從
服
、

夫
是
之
謂
人
師
。」（
前
掲
『
荀
子
集
解
　
上
』
巻
四
「
儒
效
篇
」
第
八
〔
一
二
一
頁
〕

と
な
る
。
注
に
は
「
竭
蹶
、
顛
倒
也
。
遠
者
顛
倒
趨
之
、
如
不
及
然
。」（
同
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、「
竭
蹶
」
は
つ
ま
ず
き
倒
れ
な
が
ら
目
的
地
を
目
指
し
て
進
む
こ

と
を
意
味
す
る
。『
辭
海
』
は
「
俗
亦
謂
力
有
不
逮
勉
力
趨
事
曰
竭
蹶

0

0

、
又
資
財
匱

乏
亦
竭
蹶

0

0

。」（
一
〇
〇
五
頁
）
と
記
す
。
力
の
及
ば
な
い
も
の
を
自
ら
を
顧
み
な

い
で
懸
命
に
目
指
す
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

		


「
致
身
」
に
つ
い
て
『
角
川
　
大
字
源
』
は
「
君
主
に
身
命
を
さ
さ
げ
る
。」（
一

四
七
三
頁
）
を
第
一
義
と
し
て
記
し
、『
論
語
』「
学
而
」
の
中
の
一
句
を
用
例
と

し
て
挙
げ
る
。
前
後
の
部
分
を
合
わ
せ
る
と
、「
子
夏
曰:

『
賢
賢
易
色
、
事
父
母

能
竭
其
力
、
事
君
能
致
其
身

0

0

0

、
與
朋
友
交
言
而
有
信
。
雖
曰
未
學
、
吾
必
謂
之
學

矣
。』（『
論
語
集
注
』
巻
一
「
學
而
」
第
一
〔
新
編
諸
子
集
成
『
四
書
章
句
集
注
』、

五
十
頁
〕
と
な
る
。
集
注
は
「
致
、
猶
委
也
。
委
致
其
身
、
謂
不
有
其
身
也
。」（
五

十
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
委
身
」
は
対
象
に
、「
学
而
」
で
は
君
主
に
身
を
捧
げ

る
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
教
要
解
略
で
は
、
父
母
に
全
身
を

捧
げ
て
お
仕
え
す
る
と
い
う
意
味
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
三
十
二
）	

原
文
は
「
心
亦
甘
之
謹
慤
者
」（
十
九
葉
表
）。

（
三
十
三
）	

原
文
は
「
子
於
つ
母
、
豈
敢
不
敬
。」（
十
九
葉
表
）。「
敢
不
」
は
『
全
訳

漢
辞
海
』
に
よ
れ
は
反
語
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
帯
び
た
「
敢
」
が
打
消
の
副
詞
を
と

も
な
っ
た
述
語
の
前
に
置
か
れ
た
も
の
」（
六
四
二
頁
）
で
あ
り
、
定
型
表
現
で
あ

る
。
し
か
し
、
教
要
解
略
で
は
こ
の
「
敢
不
」
の
前
に
更
に
反
語
の
意
味
を
表
わ

す
「
豈
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
子
が
父
母
に
対
し
て
敬
意
を
示
さ
な
い
な
ど
と

い
う
こ
と
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
と
い
う
前
近
代
中
国
の
儒
教
社
会
の
前
提
が「
豈

不
敢
」
と
い
う
強
い
反
語
表
現
を
通
し
て
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ

う
か
。

（
三
十
四
）	

原
文
は
「
恒
人
、
外
或
勉
強
、
謬
爲
恭
敬
」（
十
九
葉
表
）。「
恭
敬
」
に
つ

い
て
一
九
四
七
年
版
『
辭
海
』
は
『
孝
経
』
の
中
の
文
句
を
用
例
に
挙
げ
る
。
前

後
の
部
分
を
合
わ
せ
る
と
、「
曽
子
曰:

『
若
夫
慈
愛
恭
敬

0

0

、安
親
揚
名
、則
聞
命
矣
。

敢
問
子
從
父
之
令
、
可
謂
孝
乎
？
』」（『
孝
經
』「
諌
爭
章
」
第
十
五
『
孝
經
注
疏
』

巻
第
七
「
諫
争
章
」
第
十
五
〔
十
三
經
注
疏
整
理
本
第
二
十
六
冊
、
五
十
六
頁
〕）

と
あ
る
よ
う
に
、「
慈
愛
」、「
恭
敬
」、「
安
親
」、「
揚
名
」
は
曽
子
が
孝
の
実
践
に

当
た
り
、
孔
子
か
ら
教
え
を
受
け
た
内
容
で
あ
る
。

		


孝
の
実
践
は
私
的
な
こ
と
が
ら
で
は
な
く
て
、
公
的
な
こ
と
が
ら
で
あ
る
の
で
、

不
孝
で
あ
る
と
第
三
者
か
ら
見
な
さ
れ
れ
ば
、
社
会
的
制
裁
を
受
け
る
恐
れ
が
生

じ
、
そ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
、
孝
で
あ
る
こ
と
を
演
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

況
が
稀
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
決
し
て
仮
定
の
話
で
は
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

（
三
十
五
）	
原
文
は
「
中
心
脫
有
忽
畧
」（
十
九
葉
表
）。「
忽
畧
」
は
「
恭
敬
」
と
対
を

な
す
単
に
い
い
加
減
な
態
度
を
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
な
い
で
、
相
手
を
軽
く
見

る
と
い
う
意
味
も
兼
ね
る
（『
漢
語
大
詞
典
』
七
巻
、
四
二
九
頁
）
大
変
強
い
調
子
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の
あ
る
語
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

（
三
十
六
）	

原
文
は
「
だ
此
施
之
他
人
」（
十
九
葉
表
）。

（
三
十
七
）	

原
文
は
「
猶
爲
倨
慢
」（
十
九
葉
表
）。

（
三
十
八
）	

原
文
は
「
况
生
我
者
父
母
乎
」（
十
九
葉
表
）。

（
三
十
九
）	
原
文
は
「
是
故
言
宜
婉
、
色
宜
愉
」（
十
九
葉
表
）。「
愉
」
に
つ
い
て
一
九

四
七
年
版
『
辭
海
』
は
「
愉
色
」
と
い
う
語
を
載
せ
、「
和
悅
之
顏
色
也
。」（
五
三

七
頁
）
と
語
義
を
記
し
、『
礼
記
』「
祭
義
」
の
中
の
文
を
用
例
と
し
て
挙
げ
る
。

前
後
の
部
分
を
合
わ
せ
る
と
、「
孝
子
之
有
深
愛
者
、
必
有
和
氣
。
有
和
氣
者
、
必

有
愉
色

0

0

。
有
愉
色

0

0

者
、必
有
婉
容

0

0

。
孝
子
如
執
玉
、如
奉
盈
、洞
洞
屬
屬
然
如
弗
勝
、

如
將
失
之
。
嚴
威
儼
恪
、
非
所
以
事
親
也
、
成
人
之
道
也
。」（『
礼
記
正
義
』
巻
第

四
十
七
「
祭
義
」
第
二
十
四
〔
十
三
經
注
疏
整
理
本
第
十
五
冊
、
一
五
三
九
頁
〕）

と
な
り
、
鄭
玄
の
注
に
「
成
人
、
既
冠
者
。
然
孝
子
不
失
其
孺
子
之
心
也
。」（
一

五
三
九
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
愉
」
も
「
婉
」
も
幼
子
の
父
母
に
示
す
あ
ど
け
な

い
表
情
や
素
直
な
も
の
言
い
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

（
四
十
）
原
文
は
「
如
對
神
明
」（
十
九
葉
表
）。「
神
明
」
に
つ
い
て
『
漢
語
大
詞
典
』

七
巻
は
「
天
地
間
一
切
神
霊
的
総
称
。」（
八
六
六
頁
）
を
語
義
と
し
、『
易
』「
繫

辞
下
伝
」
の
中
の
「
陰
陽
合
德
而
剛
柔
有
體
、
以
體
天
地
之
撰
、
以
通
神
明
之
德
。」

（『
周
易
正
義
』
巻
第
八
「
繫
辭
下
」〔
十
三
經
注
疏
整
理
本
第
一
冊
、
三
六
六
頁
〕）

を
用
例
に
挙
げ
る
。

（
四
十
一
）	

原
文
は
「
心
宜
欽
欽
翼
翼
」（
十
九
葉
裏
）。（
四
十
）
の
「
如
對
神
明
」
は

こ
の
直
後
に
置
か
れ
て
い
る
。
よ
り
一
般
的
に
は
「
小
心
翼
翼
」
と
言
う
の
で
は

な
い
か
。『
漢
語
大
詞
典
』
九
巻
は
「
翼
翼
」
の
第
一
義
を
「
恭
敬
謹
慎
貌
」（
六

八
〇
頁
）
と
記
し
、『
詩
経
』「
大
雅
」「
大
明
」
の
詩
の
一
節
を
用
例
に
挙
げ
て
い

る
。
後
ろ
の
部
分
を
加
え
る
と
、「
維
此
文
王
、
小
心
翼
翼
。
昭
事
上
帝
、
聿
懷
多

福
。
厥
德
不
囘
、
以
受
方
國
。」（『
毛
詩
正
義
』
巻
第
十
六
〔
十
三
經
注
疏
整
理
本

第
六
冊
、
一
一
三
五
頁
〕）
と
な
る
。
鄭
玄
箋
に
「
小
心
翼
翼
、
恭
愼
貌
。
…
此
言

文
王
之
有
德
、
亦
由
父
母
也
。」（
同
頁
）
と
あ
り
、
文
王
の
徳
の
源
が
父
母
に
あ

る
こ
と
が
明
記
さ
れ
る
。

（
四
十
二
）	

原
文
は
「
丙
與
外
、
並
致
其
謹
慤
」（
十
九
葉
表
）。

（
四
十
三
）	

原
文
は
「
毋
敢
簡
易
不
恭
也
。」（
十
九
葉
表
）。
こ
の
う
ち
「
不
恭
」
に
つ

い
て
『
漢
語
大
詞
典
』
一
巻
は
「
不
尊
敬
；
不
厳
粛
。」（
四
三
三
頁
）
を
第
一
の

語
義
と
し
て
記
し
、『
書
経
』「
盤
庚
　
中
」
の
中
の
一
文
を
用
例
と
し
て
挙
げ
る
。

前
後
の
部
分
を
合
わ
せ
る
と
、「
汝
分
猷
念
以
相
從
、
各
設
中
于
乃
心
。
乃
有
不
吉

不
迪
、
顛
越
不
恭

0

0

、
暫
遇
姦
宄
。
我
乃
劓
殄
滅
之
、
無
遺
育
、
無
俾
易
種
于
茲
新

邑
。」（『
尚
書
正
義
』
巻
第
九
「
盤
庚
中
」
第
十
〔
十
三
經
注
疏
整
理
本
第
二
冊
、

二
八
五
頁
〕）と
な
る
。「
顛
越
不
恭
、暫
遇
姦
宄
。」に
つ
い
て
孔
安
國
の
伝
は「
顛
、

隕
。
越
、墜
也
。
不
恭

0

0

、不
奉
上
命
。
暫
遇
人
而
劫
奪
之
、爲
姦
於
外
、爲
宄
於
內
。」

（
同
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
不
恭
」
と
は
具
体
的
に
は
上
の
命
令
を
聴
か
な
い
こ
と
、

教
要
解
略
で
は
父
母
の
言
い
つ
け
を
聴
か
な
い
こ
と
を
含
意
し
よ
う
。

（
四
十
四
）	

原
文
は「
粤
稽
古
昔
」（
十
九
葉
表
）。「
稽
古
」に
つ
い
て
一
九
四
七
年
版『
辭

海
』
は
「
猶
言
考
古
。」（
九
九
四
頁
）
と
語
義
を
記
し
、『
書
経
』「
堯
典
」
の
中

の
一
句
を
用
例
に
挙
げ
る
。
そ
の
後
ろ
の
部
分
も
合
わ
せ
る
と
、「
曰
若
稽
古

0

0

、
帝

堯
。
曰
放
勳
、
欽
明
文
思
安
安
、
允
恭
克
讓
、
光
被
四
表
、
格
于
上
下
。」（『
尚
書

正
義
』
巻
第
二
「
堯
典
」
第
一
〔
十
三
經
注
疏
整
理
本
第
二
冊
、
二
十
九
頁
〕）
と

な
る
。
蔡
沈
伝
に
「
曰
粤
越
通
。
古
文
作
粤
。
曰
若
者
、
發
語
辭
」（
冨
山
房
漢
文

大
系
　
星
野
恆
校
訂
『
毛
詩
　
尙
書
』「
尙
書
」
巻
第
一
、一
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、

「
粤
」
は
「
曰
」
に
通
じ
『
書
経
』
の
古
文
に
は
「
粤
」
と
あ
っ
た
よ
う
な
の
で
、

教
要
解
略
の
「
粤
稽
古
昔
」
は
「
堯
典
」
の
表
現
を
意
識
し
て
、
荘
重
な
趣
き
を

持
た
せ
て
、
以
下
の
文
章
を
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

単
に
形
式
的
に
段
落
の
切
り
換
え
を
表
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

（
四
十
五
）	

原
文
は
「
天
主
於
人
之
孝
敬
者
、
往
往
錫
之
耆
夀
」（
十
九
葉
表
）。「
錫
」

に
つ
い
て
商
務
印
書
館
辞
書
研
究
中
心
編
『
古
今
漢
語
詞
典
』（
商
務
印
書
館
、
二

〇
〇
〇
年
）
は
第
三
の
字
義
と
し
て
「
通
」“
賜
”。
賜
予
。」（
一
五
四
一
頁
）
と

記
し
、『
詩
経
』「
大
雅
」「
既
醉
」
の
中
の
句
を
用
例
に
挙
げ
る
。
そ
の
前
後
の
部

分
を
合
わ
せ
る
と
、「
威
儀
孔
時
、
君
子
有
孝
子
。
孝
子
不
匱
、
永
錫0

爾
類
。
其
類
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維
何
？
室
家
之
壼
。
君
子
萬
年
、
永
錫0

祚
胤
。」（『
毛
詩
正
義
』
巻
第
十
七
〔
十
三

經
注
疏
整
理
本
第
六
冊
、
一
二
八
五
頁
―
一
二
八
六
頁
〕）
と
な
る
。「
孝
子
不
匱
、

永
錫
爾
類
。」
の
鄭
玄
の
箋
に
「
永
、
長
也
。
孝
子
之
行
、
非
有
竭
極
之
時
、
長
以

錫
與
女
之
族
類
、
謂
廣
之
以
敎
衟
天
下
也
。」（
同
頁
）
と
あ
り
、
孝
子
の
家
に
は

子
孫
が
絶
え
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
教
要
解
略
で
は
孝
子
が
長
寿
を
授
か
る

こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
が
、『
詩
経
』「
既
醉
」
の
詩
の
文
句
が
暗
暗
裡
に
前
提
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
明
末
中
国
の
知
識
人
の
意
識
の
深
み
の
中
に

「
既
醉
」
の
詩
の
言
葉
は
蓄
え
ら
れ
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
四
十
六
）	

原
文
は
「
使
多
歷
年
所
」（
十
九
葉
表
）。「
年
所
」
に
つ
い
て
一
九
四
七
年

版
『
辭
海
』
は
『
書
経
』「
君
奭
」
の
中
の
句
「
多
歷
年
所
」（
四
八
四
頁
）
を
用

例
に
挙
げ
る
。
教
要
解
略
中
の
言
葉
は
殆
ど
そ
の
ま
ま『
書
経
』の
句
な
の
で
あ
る
。

前
後
の
部
分
を
合
わ
せ
る
と
、「
率
惟
玆
有
陳
、
保
乂
有
殷
。
故
殷
礼
陟
配
天
、
多0

歷0

年0

所0

。
天
惟
純
佑
命
、
則
商
實
百
姓
。
王
人
罔
不
秉
德
明
恤
小
臣
、
屏
侯
甸
。」

（『
尚
書
正
義
』
巻
第
十
六
「
君
奭
」
第
十
八
〔
十
三
經
注
疏
整
理
本
第
三
冊
、
五

二
二
―
五
二
三
頁
〕）
と
な
る
。「
率
惟
…
…
年
所
」
の
孔
安
國
の
伝
に
「
言
伊
尹

至
甘
盤
六
臣
佐
其
君
、
循
惟
此
衟
、
有
陳
列
之
功
、
以
安
治
有
殷
、
故
殷
礼
能
升

配
天
、
享
國
久
長
、
多0

歷0

年0

所0

。」（
三
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
多
歷
年
所
」
は
祝

福
さ
れ
た
状
況
で
の
出
来
事
で
あ
る
。

（
四
十
七
）	

原
文
は
「
而
奬
勉
其
功
德
」（
十
九
葉
表
）。「
功
德
」
は
そ
の
ま
ま
「
功
徳
」

と
訳
し
た
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
用
語
のʻm

eritum
ʼ

の
訳

語
と
し
て
或
い
は
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
か
ら
で
あ
る
。

小
林
珍
雄
編『
キ
リ
ス
ト
教
用
語
辞
典
』（
東
京
堂
、一
九
五
四
年
）に
よ
れ
ば
、「
功

徳
」
と
は
「
神
の
約
束
に
も
と
づ
き
、
ま
た
は
合
宜
的
善
意
に
も
と
づ
い
て
求
め

ら
れ
る
超
自
然
的
報
賞
。」（
二
四
八
頁
）
で
あ
り
、
ま
た
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の

義
認
論
は
善
業
の
功
徳
性
を
み
と
め
な
い
。」（
同
頁
）
と
い
う
点
は
留
意
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
更
に
、
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
研
究
家
の
第
一

人
者
と
し
て
令
名
の
高
い
稲
垣
良
典
先
生
に
よ
れ
ば
、「m

eritum

の
訳
語
と
し
て

選
ん
だ
『
功
徳
』
と
い
う
言
葉
は
、
日
本
語
の
用
法
と
し
て
は
、
実
は
功メ
リ
ト
ウ
ム徳の
本

質
に
は
触
れ
ず
、
む
し
ろ
功
徳
を
生
ぜ
し
め
る
原
因
と
し
て
の
善
行
、
あ
る
い
は

功
徳
に
と
も
な
う
結
果
と
し
て
の
報
賞
（
御ご
り
や
く
利
益
）
を
指
す
の
に
用
い
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
。
そ
の
場
合
、
功
徳
が
報
賞
に
先
行
す
る
、
と
い
う
こ
の
言
葉
は
理
解

し
難
い
も
の
と
な
る
。
し
か
し
、
本
来
の
用
法
に
従
え
ば
、
功メ
リ
ト
ウ
ム徳と
は
、
善
き
行

い
が
、
他
者
と
の
関
係
に
お
け
る
正
義
の
報
復
と
い
う
こ
と
に
即
し
て
取
得
す
る

こ
と
に
な
る
本
質
側
面 ratio

に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
（S.T., I–II, 21, 

3

）、
報
賞
な
い
し
報
酬 m

erces

と
は
功
徳
の
ゆ
え
に
授
け
ら
れ
る
も
の
（S.T., 

I–II, 114, 1

）
で
あ
る
か
ら
、
当
然
、
功
徳
が
報
賞
に
先
行
す
る
も
の
で
あ
る
。」

（
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
著
・
稲
垣
良
典
訳
『
神
学
大
全
』
第
三
十
三
・
三
十
四
冊
、

創
文
社
、
二
〇
〇
八
年
、
一
八
四
頁
―
こ
れ
は
第
三
十
四
問
題
「
懐
胎
さ
れ
た
子

の
完
全
性
に
つ
い
て
」
第
四
項
「
キ
リ
ス
ト
は
彼
の
懐
胎
の
最
初
の
瞬
間
に
お
い

て
完
全
な
到
達
者
で
あ
っ
た
か
」
の
第
一
の
異
論
「
罪
過
が
刑
罰
に
先
行
す
る
よ

う
に
、功
徳 m

eritum

は
報
賞 praem

ium

に
先
行
す
る
。」（
八
十
二
頁
）
の
「
訳

者
註
」
の
（
三
四
九
）
の
全
部
。）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
はm

eritum

の
概

念
を
『
神
学
大
全
』
の
議
論
に
基
づ
い
て
説
明
し
た
も
の
と
し
て
極
め
て
重
要
な

文
章
で
あ
る
。
神
学
用
語
の
訳
語
が
あ
ま
り
に
こ
な
れ
た
日
常
的
で
卑
近
な
も
の

で
あ
る
場
合
、
本
来
の
神
学
用
語
の
概
念
が
不
鮮
明
な
も
の
と
な
る
だ
け
で
な
く
、

内
容
が
非
キ
リ
ス
ト
教
的
な
概
念
に
置
き
換
え
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
異

同
の
瀬
踏
み
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
敢
て
稲
垣
良
典
先
生
の
註
（
三
四
九
）

を
全
部
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
次
第
で
あ
る
。
稲
垣
良
典
先
生
に
は
記
し
て
深

甚
の
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
四
十
八
）	

原
文
は
「
自
非
然
者
縄
以
極
刑
、
戮
厥
身
焉
。」（
十
九
葉
表
）。
本
末
の
語

気
の
「
焉
」
と
い
う
字
が
文
に
強
い
調
子
を
帯
び
さ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ

ろ
う
か
。
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
『
明
律
』
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
法
的

世
界
の
出
来
事
で
は
な
い
。Deus

が
父
母
に
孝
養
を
尽
く
さ
な
い
者
に
対
し
て
容

赦
な
い
裁
き
を
下
す
お
方
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
孝
を
第
一
の
徳
目
と
す
る
儒

教
制
度
の
も
と
に
生
き
る
明
末
中
国
の
人
々
に
ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
た
ち
イ
エ
ズ
ス
会

宣
教
師
は
伝
え
た
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
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（
四
十
九
）	

原
文
は
「
可
不
慎
乎
。」（
十
九
葉
表
）。
短
い
け
れ
ど
も
強
い
調
子
の
反
語

文
で
あ
ろ
う
。

（
五
十
）
原
文
は
「
だ
此
推
廣
之
、
臣
事
君
、
少
事
長
、
賤
事
貴
、
下
事
上
、
皆
當
以

孝
敬
之
心
事
之
。」（
十
九
葉
表
）。

		


陽
瑪
諾
、
す
な
わ
ち
デ
ィ
ア
ス
（Em

m
ānuel Diaz, Junior

）
の
『
天
主
聖

教
十
誡
直
詮
』（
パ
リ
国
立
図
書
館
漢
籍
第
七
一
九
二
番
）
の
巻
下
「
第
四
誡
孝
敬

父
母
）
の
「
父
母
之
類
　
其
二
」
に
は
、「
此
誡
雖
止
舉
つ
母
之
名
、
推
之
則
五
者

皆
是
。
一
、
父
母
宗
族
。
二
、
在
位
者

0

0

0

。
三
、
靈
性
之
師
。
四
、
學
問
之
師
。
五
、

年
高
者
。
宗
族
、吾
父
母
本
支
所
曁
、體
愛
親
之
心
以
愛
之
、是
亦
事
親
之
衟
。」（
四

十
九
葉
裏
）
と
あ
る
よ
う
に
、デ
ィ
ア
ス
は
「
父
母
」
の
中
味
を
五
つ
に
分
類
す
る
。

特
に
「
二
、
在
位
者
」
に
つ
い
て
は
、「
國
君
代
主
理
民
、
卿
大
夫
代
君
理
眾
、
夙

夜
匪
懈
、
用
利
羣
生
、
釋
民
之
爭
、
治
民
之
亂
。
邦
之
榮
安
、
茲
基
茲
礎
。
爲
之
屬
、

容
勿
敬
乎
。」（
五
十
葉
表
）
と
あ
る
よ
う
に
、
宗
族
内
部
の
紐
帯
の
重
要
性
が
強

調
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
明
王
朝
体
制
の
指
導
者
層
も
ま
た
父
母
の
範
畴
に
組
み

込
ま
れ
、
孝
の
延
長
と
し
て
忠
が
措
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
特
徴
的
で
あ
る
。

同
様
な
分
類
が
フ
ェ
ル
ビ
ー
ス
ト
の
『
教
要
序
論
』（
一
六
六
九
年
）
の
「
四
孝
敬

父
母
」
に
も
見
ら
れ
、「
其
所
謂
父
母
有
三
。
一
是
生
我
父
母
。
二
是
治
我
父
母

0

0

0

0

0

0

、

如
朝
廷
及
該
管
官
府

0

0

0

0

0

0

0

0

、
竝0

家
中
主
人
等

0

0

0

0

0

。
三
是
教
訓
我
父
母
、
如
教
書
先
生
、
及

手
藝
工
師
等
。」（
十
八
葉
表
、裏〔
一
橋
大
学
図
書
館
所
蔵
影
印
本
〕）と
あ
る
。『
教

要
序
論
』
で
は
主
人
と
奴
僕
の
関
係
ま
で
父
母
と
子
の
関
係
で
捉
え
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
ろ
が
注
目
さ
れ
る
。

（
五
十
一
）	

原
文
は
「
所
謂
資
於
事
父
以
事
君
、
而
敬
同
也
。」（
十
九
葉
表
）。「
資
於

事
父
以
事
君
、
而
敬
同
」
は
『
礼
記
』「
喪
服
四
制
」
の
中
の
一
節
で
あ
る
。
前
後

の
部
分
を
合
わ
せ
る
と
、「
門
内
之
治
恩
揜
義
、
門
外
之
治
義
斷
恩
。
資
於
事
父
以

0

0

0

0

0

事
君

0

0

、
而
敬
同

0

0

0

、
貴
貴
尊
尊
、
義
之
大
者
也
。
故
爲
君
亦
斬
衰
三
年
、
以
義
制
者

也
。」（『
礼
記
正
義
』「
喪
服
四
制
」
第
四
十
九
〔
十
三
經
注
疏
整
理
本
第
十
五
冊
、

一
九
五
二
頁
〕）
と
な
る
。
孔
穎
達
の
疏
で
は
「『
資
於
事
父
以
事
君
、而
敬
同
』
者
、

言
操
持
事
父
之
衟
以
事
於
君
、
則
敬
君
之
礼
與
父
同
。」（
一
九
五
三
頁
）
と
あ
る
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よ
う
に
、
君
主
へ
の
忠
は
父
母
へ
の
孝
と
同
一
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
第
四
戒
の

教
要
解
略
の
し
め
く
く
り
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

		


尚
、
漢
文
の
書
き
下
し
は
、
竹
内
照
夫
『
礼
記
　
下
』（
明
治
書
院
新
釈
漢
文
大

系
29
、一
九
七
九
年
、九
五
五
頁
）に
基
づ
い
た
。
記
し
て
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

		


更
に
、
同
一
の
文
句
は
『
孝
経
』「
士
章
」
の
中
に
も
見
ら
れ
、「
資
於
事
父
以

事
母
、
而
愛
同
；
資
於
事
父
以
事
君

0

0

0

0

0

0

0

、
敬
同

0

0

。
故
母
取
其
愛
、
而
君
取
其
敬
兼
之

者
父
也
。
故
以
孝
事
君
則
忠
、以
敬
事
長
則
順
。」（『
孝
經
注
疏
』「
士
章
」第
五〔
十

三
經
注
疏
整
理
本
第
二
十
六
冊
、
十
六
頁
〕）
と
あ
る
よ
う
に
、『
礼
記
』
と
同
様

の
論
理
展
開
で
あ
る
。
李
隆
基
の
注
に
、「
移
事
父
孝
以
事
於
君
、則
爲
忠
矣
。」（
同

頁
）
と
あ
る
。
或
い
は
教
要
解
略
は
『
孝
経
』
の
句
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
か

も
知
れ
な
い
。

訳
者
補
足

 

今
回
の
拙
訳
で
は
第
四
戒
を
取
り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。Albert 

H
artm

ann

に
よ
れ
ば
、「
第
四
～
十
誡
は
、
人
に
對
す
る
倫
理
的
義
務

を
含
む
。
そ
の
意
義
は
極
め
て
積
極
的
で
あ
り
、
そ
れ
な
し
に
は
眞
の
人

間
的
生
活
は
營
み
得
な
い
や
う
な
人
間
生
活
の
最
も
重
要
な
諸
善
の
倫
理

的
な
維
持
促
進
を
目
指
し
て
ゐ
る
。」（「
掟
」Ⅰ
．〔
天
主
の
十
誡
〕冨
山
房『
カ

ト
リ
ッ
ク
大
辭
典
　
Ⅰ
』、
一
九
四
〇
年
、
二
九
八
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
第

四
戒
か
ら
第
十
戒
ま
で
は
対
人
間
関
係
の
次
元
で
の
掟
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
に
教
要
解
略
の
第
四
戒
以
降
は
（
下
）
と
し
て
扱
い
、本
拙
訳
で
は
（
下

の
一
）
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

 
H

artm
ann

に
よ
れ
ば
、「
第
四
誡
は
、
凡
て
天
主
に
發
す
る
權
威
を

保
護
し
、
兩
親
及
び
公
私
の
生
活
に
於
い
て
正
當
な
權
力
を
以
て
人
の
上
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に
立
つ
者
に
對
す
る
愛
、
畏
敬
、
服
從
の
義
務
を
負
は
せ
る
。
又
大
小
の

社
會
に
於
い
て
秩
序
の
善
を
、
そ
の
社
會
內
の
萬
人
殊
に
斯
か
る
社
會
內

で
成
人
さ
せ
ら
る
べ
き
者
の
爲
に
保
護
す
る
。
之
こ
そ
そ
の
遂
行
に
對
し

祝
福
の
約
束
さ
れ
て
ゐ
る
掟
で
あ
る
。」（
同
書
、
同
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、

第
四
戒
は
肉
親
の
父
母
に
対
す
る
義
務
だ
け
で
な
く
、
地
上
の
権
威
へ
の

服
従
を
求
め
る
も
の
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
使
徒
パ
ウ
ロ
が
「
ロ
ー
マ
人
へ

の
手
紙
」
十
三
章
一
節
「
人
は
皆
、
上
に
立
つ
権
威
に
従
う
べ
き
で
す
。

神
に
由
来
し
な
い
権
威
は
な
く
、
今
あ
る
権
威
は
す
べ
て
神
に
よ
っ
て
立

て
ら
れ
た
も
の
な
の
で
す
。」（
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
訳
）（
ヴ
ル
ガ
タ
で
は
、

“Om
nis anim

a potestatibus sublim
ioribus subdita sit: non est 

potestas nisi a Deo: quae sunt, a Deo ordinatae sunt.

”）
と
記

し
た
こ
と
が
ら
の
実
践
で
も
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

 

儒
教
に
お
い
て
最
高
の
徳
目
は
「
孝
」
で
あ
る
。
こ
の
「
孝
」
は
日
本

語
の
世
界
の
中
の
「
孝
」
と
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
る
。
南
宋
の
詩
人
陸

游
は
陳
舜
臣
『
儒
教
三
千
年
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
二
年
）
に
よ
れ
ば
、

結
婚
後
、
愛
妻
唐
琬
を
母
親
の
命
に
よ
り
泣
く
泣
く
離
縁
さ
せ
ら
れ
た

（
四
十
八
頁
―
五
十
一
頁
）。
注
（
十
二
）
で
挙
げ
た
楽
府
「
焦
仲
卿
妻
」
の

詩
は
虚
構
の
世
界
で
は
な
か
っ
た
。
違
う
の
は
陸
游
は
長
命
を
授
か
り
、

唐
婉
は
早
く
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
儒
教
的
な
「
孝
」
の
世
界
で

は
親
の
子
に
対
す
る
命
令
は
絶
大
な
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

 

こ
れ
は
イ
ン
ド
か
ら
西
域
を
通
し
て
入
っ
た
仏
教
が
中
国
の
儒
教
社
会

に
自
ら
を
土
着
化
さ
せ
て
行
く
過
程
に
お
い
て
す
で
に
経
験
し
た
こ
と
が

ら
で
も
あ
っ
た
。
仏
教
は
中
国
社
会
に
受
容
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
て
『
父

母
恩
重
経
』
と
い
う
偽
経
を
作
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
出
世
間
の
理
に
立

つ
仏
教
は
お
よ
そ
そ
の
対
極
的
位
置
に
あ
る
儒
教
的
思
惟
か
ら
は
理
解
不

能
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。「
父
母
恩
重
経
」
の
結
び
の

と
こ
ろ
で
、「
佛
吿
阿
難
。
此
經
名
父
母
恩
重
經
。
若
有
一
切
衆
生
。
能

爲
父
母
作
福
造
經
燒
香
請
佛
禮
拜
供
養
三
寶
。
或
飮
食
衆
僧
。
當
知
人
能

報
父
母
其
恩
。」（『
大
正
新
修
　
大
藏
經
』
第
八
十
五
巻
、
一
四
〇
四
頁
）
と
記

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
仏
、
法
、
僧
の
三
宝
へ
の
帰
依
が
父
母
の
恩
へ
の

報
答
で
あ
る
と
意
義
づ
け
て
い
る
。
更
に
『
仏
説
孝
子
経
』
に
は
、「
若

親
遷
志
奉
佛
五
戒
。
仁
惻
不
殺
。
清
讓
不
盜
、
貞
潔
不
婬
。
守
信
不
疑
。

孝
順
不
醉
者
。
宗
門

0

0

之0

內0

。
卽0

親0

慈
子
孝

0

0

0

。
夫
正
婦
貞

0

0

0

0

。
九
族
和
睦
僕
使

0

0

0

0

0

0

順0

從0

。
潤
澤
遠
被
含
血
受
恩
。
十
方
諸
佛
天
龍
鬼
神
。
有
衟
之
君
。
忠
平

之
臣
。
黎
庶
萬
姓
無
敬
愛
。
祐
而
安
之
。」（
同
大
藏
經
第
十
六
巻
、七
八
〇
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
子
が
親
に
五
戒
を
遵
守
す
る
よ
う
に
導
く
こ
と
が
儒
教

的
社
会
秩
序
の
維
持
形
成
に
資
す
る
の
で
、
親
へ
の
仏
教
信
仰
の
勧
め
が

「
孝
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
仏
教
の
中
国
へ
の
普
及
は
仏
教
が
儒
教
の

社
会
倫
理
を
ど
の
よ
う
に
包
摂
し
、
ま
た
そ
れ
に
適
合
さ
せ
て
行
く
か
と

い
う
こ
と
と
密
接
に
関
連
し
て
い
た
（
例
え
ば
、
道
端
良
秀
『
中
国
仏
教

思
想
史
の
研
究
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
七
九
年
に
詳
し
い
）。
や
が
て
明

末
に
あ
っ
て
仏
教
は
士
大
夫
等
の
知
識
人
層
に
も
信
奉
者
を
得
、
こ
れ
に

よ
り
儒
教
が
仏
教
の
思
想
的
影
響
を
受
け
て
内
的
変
容
が
生
じ
た
（
仏
教

と
明
末
儒
教
の
交
渉
を
思
想
史
的
に
追
求
し
た
も
の
と
し
て
、
荒
木
見
悟

『
仏
教
と
陽
明
学
』（
第
三
文
明
社
、
一
九
七
九
年
）
が
あ
り
、
大
い
に
裨
益

さ
れ
た
）。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
仏
教
の
中
国
へ
の
普
及
と
い
う
観
点
か
ら

―101―
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「
孝
」
の
問
題
は
最
重
要
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

 
元
代
に
モ
ン
テ
・
コ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
等
に
よ
っ
て
発
展
し
た
キ
リ
ス
ト
教

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
姿
は
明
朝
中
国
か
ら
見
え
な
く
な
っ
て
い
た
け
れ
ど

も
、
十
六
世
紀
末
に
あ
っ
て
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
の
努
力
に
よ
っ
て
再

び
現
わ
れ
出
る
に
至
っ
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
士
に
よ
っ
て
明
末
中
国
に
伝
え

ら
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
が
中
国
と
い
う
場
に
土
着
化
し
て
行
く
た
め
に
も
こ

の
「
孝
」
と
い
う
儒
教
の
中
心
思
想
と
正
面
か
ら
向
き
向
う
こ
と
が
必
要

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

 
H

artm
ann

が
述
べ
る
よ
う
に
、
第
四
戒
は
地
上
の
権
威
へ
の
服
従
を

求
め
る
。
沙
門
は
王
者
を
敬
せ
ず
と
い
う
仏
教
の
論
理
と
は
異
な
っ
て
い

る
。
中
国
に
お
け
る
イ
エ
ズ
ス
会
の
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
は
マ
ッ
テ
ー
オ
・

リ
ッ
チ
な
ど
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
適
応
主
義
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
果
た
し
て
そ
う
言
い
切
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

 

明
代
の
国
家
権
力
は
方
志
遠
『
明
代
国
家
権
力
結
構
及
運
行
機
制
』（
科

学
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
に
よ
れ
ば
、
学
校
教
育
を
拡
充
し
、
法
律
の
遵

守
を
勧
め
、
国
家
の
良
民
と
な
る
こ
と
を
求
め
る
な
ど
の
教
化
作
用
を
通

し
て
、
社
会
の
基
層
に
ま
で
自
ら
を
浸
透
さ
せ
よ
う
と
し
た
（
三
五
〇
頁
―

三
五
三
頁
）。
こ
の
よ
う
な
一
連
の
教
化
の
動
き
の
中
で
「
村
落
自
治
に
關

係
深
き
諸
規
定
を
併
せ
て
」（
松
本
善
海
「
里
老
人
に
よ
る
村
落
自
治
」
和
田

清
編
『
中
国
地
方
自
治
発
達
史
』
汲
古
書
院
、
一
九
七
五
年
影
印
版
、
一
一
三
頁
）

民
衆
へ
の
教
化
の
内
容
と
里
老
人
に
よ
る
裁
判
の
事
柄
を
記
し
た
「
教
民

榜
文
」
四
十
一
條
が
洪
武
三
十
一
年
（
一
三
九
八
年
）
に
刊
布
さ
れ
た
。

そ
の
第
十
九
條
に
、
木
鐸
老
人
に
「
太
祖
の
六
諭
と
稱
せ
ら
れ
た
、
孝
順

父
母
　
尊
敬
長
上
　
和
睦
鄕
里
　
教
訓
子
孫
　
各
安
生
理
　
母
作
非
爲
　

の
六
つ
の
格
言
を
唱
へ
な
が
ら
里
内
の
循
行
せ
し
め
、
里
老
人
は
そ
の
監

督
に
當
る
」（
一
一
五
頁
）
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
。「
六
諭
」
を
通
し
て
民

衆
の
内
面
に
「
孝
」
と
「
忠
」、
よ
り
広
く
は
「
孝
」
の
徳
目
を
培
養
し

よ
う
と
図
っ
た
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
第
三
十
三
條
で
は
「
つ0

母
生
身

0

0

0

之
恩
至
大

0

0

0

0

、
其
鞠
育
劬

0

0

0

0

勞0

、
詳
載
大
誥
。
今
再
申
明
。
民
間
有
祖

0

0

0

0

つ0

母0

、

つ0

母
在
堂
者

0

0

0

0

、
當
隨
家
貧
富
奉

0

0

0

0

0

0

ど0

無
缺

0

0

。
已
亡
者
依
時
祭
祀
展
其
孝
で
。

爲
つ
母
者
、
敎
訓
子
孫
。
爲
子
と
者
、
孝
敬
伯
叔
。
爲
妻
者
、
勸
夫
爲
善
。

如
此
和
睦
宗
族
、
不
犯
刑
憲
、
つ
母
妻
子
朝
夕
相
守
。
豈
不
安
享
太
平
。」

（「
敎
民
榜
文
」十
四
葉
裏〔
内
閣
文
庫
本『
皇
明
制
書
』四
終
〕）
と
あ
る
よ
う
に
、

子
が
親
を
扶
養
す
べ
き
こ
と
が
「
孝
」
の
内
容
と
し
て
具
体
的
に
記
さ
れ

て
い
る
。

 

溝
口
雄
三
「
中
国
近
世
の
思
想
世
界
」
に
よ
れ
ば
、「
宋
代
か
ら
散
見

さ
れ
は
じ
め
て
い
た
郷
約
の
、
明
代
中
葉
期
に
お
け
る
熱
心
な
推
進
者
」

（『
中
国
と
い
う
視
座
』
平
凡
社
、
一
九
九
五
年
、
九
十
一
頁
）
で
あ
っ
た
王
陽

明
が
打
ち
立
て
た
陽
明
学
の
特
質
は
社
会
的
な
文
脈
の
中
で
見
る
と
、「
孝

悌
を
中
心
と
し
た
郷
村
秩
序
規
範
を
、
平
明
な
教
義
と
実
践
方
法
と
に

よ
っ
て
民
間
に
広
め
た
」（
九
十
三
頁
）
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
王
陽
明
は
郷

村
秩
序
の
安
定
化
の
た
め
に
郷
約
を
通
し
て
一
般
の
人
々
に
「
孝
」
道
徳

の
普
及
浸
透
を
図
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
郷
約
は
明
の
中

期
と
末
期
で
は
力
点
を
異
に
し
、「
明
の
中
期
に
お
け
る
鄕
約
が
常
に
呂

氏
の
鄕
約
に
依
遵
し
、
そ
の
四
綱
領
を
も
つ
て
中
心
題
目
と
し
て
ゐ
た
の

に
對
し
、
末
期
に
お
け
る
鄕
約
が
敎
民
榜
文
中
の
太
祖
の
六
諭
を
も
つ
て
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こ
れ
に
代
へ
て
ゐ
る
こ
と
、
卽
ち
こ
の
六
諭
を
聖
諭
牌
に
記
し
て
鄕
約
の

座
の
中
央
に
安
置
し
、
こ
れ
を
講
讀
す
る
こ
と
を
そ
の
最
も
重
要
な
る
儀

式
と
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。」（
松
本
善
海
前
掲
書
、
一
二
四
頁
）
と
あ
る

よ
う
に
、
明
末
に
あ
っ
て
は
六
諭
の
講
読
に
重
心
が
移
っ
た
の
で
、「
孝
」

道
徳
の
民
衆
レ
ベ
ル
で
の
普
及
に
拍
車
が
か
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

 

こ
の
よ
う
な
明
末
の
社
会
状
況
の
中
で
天
主
教
は
「
孝
」
道
徳
の
包
摂

と
い
う
実
践
的
な
神
学
の
課
題
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
カ
ト

リ
ッ
ク
の
「
土
着
化
」（naturalization

）
と
い
う
課
題
で
あ
り
、
そ
れ

は
ま
た
中
国
に
お
け
る
す
べ
て
の
外
来
宗
教
に
と
っ
て
も
共
通
の
課
題
で

あ
っ
た
。「
孝
」
道
徳
の
包
摂
如
何
が
伝
道
の
推
進
に
大
き
く
影
響
し
た

か
ら
で
あ
る
。

 

デ
ィ
ア
ス
『
天
主
聖
教
十
誡
直
詮
』
巻
下
「
第
四
誡
孝
敬
つ
母
」
の
箇

所
で
は
、「
而
世
俗
乃
有
願
親
早
亡
、
以
承
產
業
者
、
曽
仇
讐
之
不
若
也
、

雖
獸
勿
爲
也
。」（
四
十
六
葉
裏
）
と
あ
る
よ
う
に
、
財
産
相
続
の
た
め
に

親
の
死
を
願
う
子
の
あ
り
さ
ま
が
述
べ
ら
れ
る
。
ま
た
、「
女
父
母
耄
耋
、

近
于
期
、
困
恒
出
狂
詞
、
爾
勿
嗤
其
狂
、
勿
以
言
欺
。
或
欺
或
嗤
、
醜
名

極
禍
之
子
。」（
四
十
七
葉
裏
）
と
あ
る
よ
う
に
、
老
齢
か
ら
来
る
精
神
的

病
態
を
呈
す
る
父
母
に
嘲
笑
を
浴
び
せ
る
子
の
現
実
を
想
起
さ
せ
ら
れ

る
。
更
に
、「
吾
親
或
疾
病
、
或
貧
乏
、
或
衰
老
、
其
勿
克
救
己
如
我
稚
時
、

飮
之
食
之
、衣
之
顧
之
、孝
子
之
職
也
。」（
四
十
九
葉
表
）
と
あ
る
よ
う
に
、

老
齢
で
病
み
貧
し
い
親
を
顧
み
な
い
子
の
現
実
が
想
起
さ
れ
る
。

 

こ
の
よ
う
に
郷
約
を
通
し
て
「
孝
」
道
徳
が
強
調
さ
れ
る
一
方
で
、
そ

れ
と
は
逆
の
状
況
が
展
開
す
る
民
衆
の
あ
り
さ
ま
を
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師

は
認
識
し
た
う
え
で
、「
孝
」
道
徳
の
包
摂
と
い
う
課
題
に
取
り
組
ん
だ

の
で
あ
る
。

 

ア
レ
ニ
の
『
滌
罪
正
規
』（
一
六
二
七
年
）
巻
一
「
第
四
誡
孝
敬
父
母
」

に
は
第
四
の
お
き
て
に
違
反
す
る
行
な
い
が
具
体
的
に
列
挙
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
特
徴
は
例
え
ば
「
奴
僕
不
敬
家
長
者
、
有
罪
。」、
或
い
は
「
家

長
殘
㬥
傷
害
奴
僕
者
、
有
罪
。」（
十
七
葉
裏
〔N

. Standaert/A. Dudink

編

『
耶
穌
會
羅
馬
檔
案
館
明
清
天
主
教
文
獻
』
第
四
冊
、
台
北
利
氏
學
社
、
二
〇
〇
二

年
、
三
九
〇
頁
〕）
と
あ
る
よ
う
に
、
主
人
と
奴
僕
を
父
と
子
の
関
係
に
比

定
し
、
奴
僕
が
主
人
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
を
「
孝
」
道
徳
か
ら
捉
え
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
明
末
中
国
に
伝
え
ら
れ
た
天
主
教

に
あ
っ
て
は
、
奴
僕
と
主
人
の
間
の
使
役
関
係
を
「
孝
」
道
徳
の
広
大
に

よ
っ
て
補
強
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
、「
孝
」
道
徳
の
包
摂
と
い
う
課
題

に
対
す
る
答
え
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
「
婢
僕
の
虐
使

に
對
す
る
關
心
は
、
明
代
で
は
急
激
に
高
ま
る
よ
う
で
あ
り
、
明
末
以
降

著
し
く
普
及
し
て
い
っ
た
善
書
の
類
で
は
一
つ
の
重
要
な
柱
と
な
っ
て
い

る
。」（
奥
崎
裕
司
『
中
国
郷
紳
地
主
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
一
九
七
八
年
、
一
〇

四
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
明
末
に
流
行
し
た
善
書
に
お
い
て
も
地
主
の
奴

僕
へ
の
態
度
は
重
要
な
項
目
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
、
明
末
の
天
主
教
は
善

書
と
問
題
関
心
が
重
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
但
し
、
教
要
解
略
に

お
い
て
こ
こ
ま
で
踏
み
込
ん
だ
記
述
は
な
い
）。

 
天
主
教
士
人
の
韓
霖
が
天
主
教
信
仰
に
立
っ
て
「
六
諭
」
の
解
説
と
し

て
書
き
著
わ
し
た
『
鐸
書
』（
一
六
四
一
年
）
の
中
の
「
尊
敬
長
上
」
の
中
で
、

「
至
于
不
肖
之
縉
紳
、
有
因
求
田
問
舍
而
暴
横
里
閭
、
强
悍
之
鄕
民
、
或
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見
故
家
凌
替
而
肆
行
慢
侮
、
均
非
盛
世
所
宜
有
也
。」（
十
八
葉
表
〔N

. 

Standaert/A. Dudink

他
編
『
徐
家
匯
藏
書
樓
明
清
天
主
教
文
獻
』
第
二
冊
、

輔
仁
大
學
神
學
院
、
一
九
九
六
年
、
六
七
二
頁
〕）
と
あ
る
よ
う
に
、
郷
紳
に

よ
る
土
地
の
兼
并
と
「
强
悍
之
鄕
民
」―「
奴
婢
で
あ
り
な
が
ら
支
配
階

級
と
し
て
の
影
響
力
を
地
域
社
会
に
及
ぼ
す
存
在
」（『
森
正
夫
明
清
史
論
集
』

第
二
巻
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
、
五
一
三
頁
）
で
あ
る
奴
僕
の
上
層
部
を

指
す
か
、
或
い
は
含
む
で
あ
ろ
う
か
―
に
よ
る
家
の
支
配
権
の
奪
取
を
嘆

い
た
あ
と
で
、「
奴
僕
之
可
で
可
傳
者
、
古
今
得
两
人
焉
。」（
同
葉
）
と
記

し
、
李
善
と
阿
寄
（
李
摯
『
続
蔵
書
』
巻
二
十
五
「
孝
義
名
臣
」
の
中
に
「
義

僕
阿
寄
」
伝
所
収
）
と
い
う
二
人
の
奴
僕
を
顕
彰
す
べ
き
模
範
と
し
て
例
挙

し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
広
い
意
味
で
の
「
孝
」
道
徳
に
奴
僕
の
主
人

へ
の
隷
属
を
内
面
的
に
受
容
さ
せ
る
役
割
を
天
主
教
が
認
め
よ
う
と
し
た

と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
主
人
・
奴
僕
関
係
の
補
強

に
益
す
る
も
の
で
あ
り
、
引
い
て
は
王
朝
体
制
の
動
揺
に
抗
す
る
も
の
で

あ
っ
た
ろ
う
。

 

中
世
的
世
界
観
の
延
長
に
あ
る
十
六
、
十
七
世
紀
の
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学

に
お
い
て
本
質
的
に
現
世
の
権
威
や
秩
序
は
肯
定
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
っ

た
が
ゆ
え
に
こ
そ
、
天
主
教
徒
の
中
国
の
知
識
人
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
秩
序

肯
定
の
論
理
の
凝
結
を
第
四
戒
に
見
て
取
っ
て
宣
教
師
を
動
か
し
、
教
要

解
略
の
第
四
戒
の
し
め
く
く
り
の
部
分
で
そ
の
点
を
強
調
さ
せ
た
も
の
で

は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

 

教
要
解
略
の
第
四
戒
の
解
説
の
分
量
は
決
し
て
多
く
は
な
い
が
、「
孝
」

に
関
す
る
儒
教
の
古
典
の
知
識
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
る
。
教
要
解
略
の

第
四
戒
の
箇
所
は
無
名
の
天
主
教
徒
の
中
国
の
知
識
人
が
ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ

と
数
限
り
な
い
議
論
を
重
ね
な
が
ら
、
ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
か
ら
自
ら
の
見
解

の
承
認
を
得
て
そ
れ
に
基
づ
い
て
書
き
上
げ
た
も
の
と
見
る
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
天
上
の
ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
神
父
の
黙
契
が
得
ら
れ
ん

こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
（
続
）。


